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第1章 研究の背景と目的
　韓国における時代区分は、新羅・百済・高句麗の鼎立する三国時代（？～668年）、geE－一一新羅時代（6
68～918年）、高麗時代（918～1392年）、朝鮮時代（ユ392～1910年）の4っに大きく分けられる。三国
時代から高麗時代までは仏教が国是であったが、朝鮮時代には儒教が国是となり、政治・社会面で
大きな変化が見られた。政治面では科挙制度による官僚政治が定着し、社会面では儒教の一派であ
る「朱子学」による『朱子家礼』が人々の生活上の規範となった。
　『朱子家礼』は冠昏喪祭の礼式を説明したもので、特に祭事は住宅構成に大きな影響を及ぼした。
すなわち、住宅には先祖を祭る祠堂が設けられるようになった。そして、祭事は嫡長子によって代々
行われることが義務づけられ、男性の生活空間は祭事などの儀式に深く関係して構成されるように
なった。一方、家族構成の変化も住宅構成に変化をもたらした。高麗時代までは婿入り婚であった
ため住宅には娘夫婦の空間が設けられていたi。それが、朝鮮時代に嫁入り婚に変わり、住宅内には
婿のための空間はなくなった。さらに、住宅空間は儒教の教えである「男女有別」の秩序意識に従う
形で男女の生活空間が分離された。
　以上、朝鮮時代に儒教の影響で形成された奉祭事や家族構成、婚礼風習、住宅構成などは、現在
にも受け継がれている。その意味で朝鮮時代は韓国人の現代生活に大きな影響を残したと言える。
　朝鮮時代の住宅は、身分制度によって分類される時、一般平民の庶民住宅、中人の中流住宅、後
述する両班の上流住宅に分けられる2。これらの一般的特徴を見ると、庶民住宅は男女の空間が別棟
として分離されていない。中流住宅は、敷地を使用人が住む行廊棟や塀で囲み、主人と正室の居処
である舎廊棟・内棟を独立させ、それらの建物と庭園は塀によって分離される。上流住宅では、敷
地を行廊棟や塀で囲み、舎廊棟・内棟・別堂3・亭子・祠堂などを建て、舎廊棟・内棟・別堂・祠堂
などの建物とそれらの庭園は行廊棟や塀などによって分離される。
　前述した両班は、身分社会である朝鮮時代において最上階級に属する入々を指すものである。本
来、両班は朝廷で儀式などが行われる際、南向する王の前方に立ち並んでいる官僚たちをいう。す
なわち王に対して、その東側に文官（東班）、西側に武官（西班）が二列で並んでいたことから両班と
いわれるようになった。このように、両班は現職の官僚たちを意味するものであったが、両班は代k
官僚を輩出することによって権力階層として社会的に認知された。また、姻族も両班から選び、社
会階層としての境界性が明確であった4i。
　以上のような両班は、朝鮮時代の国是・儒教に基づく政治・政策に携わり、家庭生活においても
儒教の教えを徹底的に実行した。このような彼らの価値観や生活様式はその時代の多くの人々の規
範として、その影響力は大きかった。その意味で、彼らが住んでいた住宅は、朝鮮時代を代表する
住宅といえる。
1崔在錫（1983）：『韓国家族制度史研究』、ソウル、一志社
2朱南轍（1983）：『韓国住宅建築』、ソウル、一志社、P．97
3別堂：大きく内別堂と外別堂に分けられる。内別堂は祖祖母などの年寄りや、年頃の娘が居住する建物
　　　であり、外別堂は主人が使う建物で接客や風雅などを楽しむための建物である
a李成茂（1995）1『朝鮮両班社会研究』、ソウル、一潮閣、pp．26～60
　宮嶋博史（1995）：『両班』、中公新書、pp．17～26
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朝鮮時代の上流住宅における庭園の研究としては、大きく庭園空間の構成上の特徴や、植物・石物・
池・花階などの構成要素の特徴について研究したものが多い。上流住宅の庭園構成については、鄭5
が敷地から花階・方池まで直線的輪郭線で構成されることが特徴とした。そして、庭園構成要素の
研究については、鄭6が朝鮮時代には方池が多く造成され、神仙思想の影響で仙人が住む三神山を象
徴した島を方池の中に設けたとした。また、植物について罪7が『養花小録』、『山林経済』、『林園十
六志』などの古文献を通じて朝鮮時代の庭園に植えられた植物の種類を明らかにした。すなわち、
松・柳・桃・梅・牧丹・竹・杏・李・椀などの9種類の植物がよく植えられたとした。庭園によく
置かれる怪石にっいては鄭8が三神山を象徴したものであるとした。
　朝鮮時代・上流住宅の建築については、住宅の配置における風水的・儒教的影響を述べたもの、
また平面・配置で見られる構成上の特徴を述べたものが多い。
　以上のように、上流住宅における庭園と建築のそれぞれについては検討がなされてきた。しかし、
庭園と建築の空間構成上で見られる相互関係に関する研究は非常に少ない。そのなかで、白9は宮
閾・昌徳宮の寝殿背後に造成されている花階1°の構成が建物の輪郭線に沿うものであり、庭園構成上
の大きな特徴とした。これは、庭園と建築の平面的構成において建築の平側に平行する横軸的関係
といえる。
　本論文では、以上の研究を踏まえながら、朝鮮時代・上流住宅を対象に、庭園と建築の空間構成
上の関係を探ることにした。
k
5鄭瞳昨（工986）：『韓国の庭園』、ソウル、民音社、pp．296～297
6鄭瞳昨（1986）：前掲書、PP．280
7P英活（1984）：「李朝時代と現代における庭苑樹木の選定と趨勢に関する研究」、韓国伝統造景学会誌
　　　　1（3）、　p．260
s鄭瞳昨（1986）：前掲書、PP．280
9白志星（1993）：「韓国・李朝の東闘における宮苑の構成とその植栽の特徴に関する研究」、千葉大学大学
　　　　院博士論文、pp．180～195
10ﾔ階1傾斜地を利用して設けられた階段状の花壇。
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第2章 研究の方法
1，調査対象及び選定理由
　本論文の調査対象地は、朝鮮時代の上流住宅における敷地・庭園・建築などが造営当時の構成を
よく残している文化財のなかから選定した。韓国の文化財は1962年に制定された「文化財保護法」
によって国家指定文化財と市道指定文化財に二分されている。そのなか、住居建築が含まれている
項目は、国家文化財としては宝物・史跡・重要民俗資料などがあり、市道指定文化財としては市道
有形文化財・市道記念物・市道民俗資料・文化財資料などがある。市道指定文化財はダム・道路な
どの開設によって移転・修復されたものが大半を占め、また長期聞放置されたものなど、国家指定
文化財に比べて学術的価値が下がる。
　国家指定文化財である住居建築は合計162ヶ所である（表2－1参照）。そのなか、上流住宅に該
当するものは94ヶ所であり、全体国家指定文化財の約55％を占めっている（表2－2参照）。
表2－1．国家指定文化財である住居建築の総括表（2002年2月4日現在）
区　　分 　　地域ﾚ 京畿道 江原道 忠清北道 忠清南道 慶尚北道 慶尚南道 全羅北道 全羅南道 済州島 小計
古　　家 1 1 9 11宝　　物 楼停）、閣 2 1 4 1 3 1 12
史　　跡 故　　宅 1 ユ、
重要民俗資料 家　　屋 8 5 16 12 54 6 4 28 5 138
合　　計 8 8 17 13 67 7 8 28 6 162
K
表2－2．国家指定文化財のなかで上流住宅に該当するもの（2002年2月4日現在）
区　　分 　　地域ﾚ 京畿道 江原道 忠清北道 忠清南道 慶尚北道 慶尚南道 全羅北道 全羅南道 小計
古　　家 1 1 8 10宝　　物 楼（亭）、閣 1 4 5
重要民俗資料 家　　屋 5 1 11 8 35 4 2 13 79
合　　計 5 3 11 9 47 4 2 13 94
　上記の表2－2で見られる国家指定文化財の上流住宅には、建築を中心に指定されているもので
ある。そのなかには、舎廊棟や内棟などが火災によってなくなった上流住宅も含まれている。上流
住宅を構成するすべての建築や庭園、すなわち舎廊棟・内棟・祠堂・行廊棟などとそれらの周りに
庭園が揃っているものは60ヶ所である。そのうち、本研究では、住宅の一部が復原されたものを除
いて、保存状態がよく、また子孫が代々住んでいるため当主によるインタビュ調査が可能である8
ヶ所を調査対象地にした俵2－3、図2－1参照）。
　調査対象地のうち、演慶堂と霊岩宅は住宅を構成する建物に後述する柱聯がもれなく付着されて
いるが、船橋荘には舎廊棟を除く建物に掛かり、それら以外の住宅では柱聯が見当たらないeこれ
らのことから、演慶堂と霊岩宅を本論文の主な調査対象とし、残り6箇所の上流住宅は演慶堂と霊
岩宅から得られた結果の比較対象地とした。
　主な調査対象地とした両住宅では、光波測量機をもって地形や敷地全体などについて詳細な実測
3
を行ったe比較対象としたの住宅については、それぞれの既往の研究で作成された敷地平面図を基
にし、庭園の簡易測量と、住宅の周辺を含む地形の目測を行った。そして、船橋荘・臨清閣につい
ては既往の研究で敷地全体の平面図が見当たらなかったため、光波測量を行い、実測平面図を作成
した。
｛全羅南道求礼郡土旨面：　di
　　　　　　　召廠
（全羅南道海南郡莚洞）　　　　　　　、魯．
　　　慶尚南道
　　　cσ3海齢
“β
図2－1．調査対象地の位置
表2－3．主な調査対象地と比較対象地
調　査　項　目
住宅名 建立年代 文化財指定種目 柱聯の有無 実　　測 区分
舎廊棟内棟　其他の建物
既往の研究による
~地平面図の有無地形建物庭園 実測図面
演慶堂　　　1828年　　　史跡第122号1 olol軒　　　0　　0　　　　0調査ﾎ象地霊岩宅i 19世紀　重要民俗資料第236号 loI　　「○　　　　　　亭子　　　　　　o　　　　ioloio1　0
船橋荘 1756年重要民俗資料第5号 loI一　　　別堂　　　x　　iolOiOl　O
臨清閣 16世紀 宝物第182号 ト1一　　　一　　　×　　oloゆlo
雲鳥楼 18世紀 重要民俗資料第8号 一ト1　一 O 一1－ioi一比較
ﾎ象地緑雨堂 19世紀 史跡第167号 一トi　一 o 一［oi一
歩撞古宅 19世紀 重要民俗資料第190号一ト　　ー ○ 一一 ol一
金束株家屋 1784年重要民俗資料第26号一一 P－1　一 ○ 一1－1ol一
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2．調査及び分析方法
　演慶堂と霊岩宅において、立地における原則を明らかにするため住宅が位置する地形などを実測
した。そして、建物の配置や部屋割り、庭園で見られる植物・石物・池などの位置や形態、高さな
どについて詳細な測量を行い、正確な平面図や立面図などを作成した。これらの図面を基に庭園と
建築の構成上の相互関係を平面的・立面的に分析した。また、現在の当主にインタビューや日記な
どの関係文献資料を検討し、庭園と建築について時代的変遷について考察した。
　本研究では、以上の実測やインタビュー、文献調査の以外に、庭園と建物の構成上の相互関係を
探る一っの手がかりとして柱聯に着目した。柱聯は対をなす詩句を板や紙に書き、それを建物の柱
に付着させる建築装飾物の一つとされる1。中国では、檀聯あるいは対聯・板聯・板対と呼ばれてい
る2。このようなものを建物の柱に掛ける始まりは、中国の五代十国（907～979年）時代、後蜀（934
～965年）の二代王・孟艇（935～965年）が最初であるとされる3。その後、宮殿から民家まで檀聯を
掛けることが繁盛したとされる4。
　柱聯は「景に題する行為5」、また人々の前方に広がる風景から誘発される記憶や思いを文字で表現
することによって、風景を「意境」に変えるものといわれている6。このことから、柱聯には庭園や建
築に関して何らかの思いが見られることも考えられる。それで、本研究では、柱聯の形態・文字の
書体・詩句の解析などの検討を加えることにした。柱聯は、その詩句が家主または知人によって創
作されたものが大半であり、家主が変わる時や、宴に招待される客に因んで付け替えられたことが
ある7e　本研究で取り上げた演慶堂の揚合、そこを使う王世子の早死によって造営されてまもなく
彼の真影を置く揚所として使われ、その後には日本占領時代になって王政時代は終わることになっ
　　　　　　　　　　　　　　　　kた。そして、演慶堂が位置する宮閥・昌徳宮は日本の宮内府所属の李王職によって管理され、戦後
には1日皇室財産管理局、1961年からは文化財管理局によって保存政策が取られた。演慶堂は王世子
の死後、使用された記録は未だに見られず、演慶堂の柱聯は、後述するようにその一部の位置は変
わったものの、造営当時の姿をよく止めていると判断される。演慶堂の柱聯に関しては、1930年代
から最近に至るまで、多くの写真が残っており、古い写真をもって検討することも可能であった。
　霊岩宅は、現当主の祖父・李用埼（1896～1980年）が建i物の増築や亭子の建立などを行い、現在に
見られる住宅の構成に変えた。そして、建物・亭子に掛かる柱聯も李用碕によるものとされる。現
当主は、父の早死、祖父の長生きで、1980年に祖父から家督を相続した。現当主は、1980年以降霊
岩宅に戻り、住宅の保存に努めており、当主から霊岩宅の柱聯について確かな証言を聞くことがで
きた。
1李廷墨（1984）：「昌徳宮の亭・謝・堂・斎の柱聯調査現況」、文化財17号、p．156
2田中淡訳編（1981）：『中国建築の歴史』、平凡社、p．333
3余徳泉（1985）1『封聯縦横談選、上海古籍出版社、p．7
4裟国昌（1991）：『中国檀聯大辞典』、江蘇科学技術出版社、p．14
5村松伸（1992）：『書斎の宇宙』、工NAX、　p．　24
5木津雅代（1994）：『中国の庭園』、東京堂出版、p．　28
71994年、霊岩宅の調査時に当主からのインタビューによるもの。
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第3章 演慶堂
1．演慶堂の沿革と立地
　演慶堂は、朝鮮時代の漢城（現在のソウル）に位置する北關・東闊・西閾の内、東閥を構成する二っの
王宮、昌徳宮・昌慶宮の中で、昌徳宮の後苑に位置する（図3－1参照）。昌徳宮は太宗4年（1404）から
およそ1年かけて離宮として造営された。その後、昌徳宮は北閥の正宮・景福宮に代わって正宮として
1610～1868年まで使われた。
　演慶堂は、純祖28年（1828）、王世子の請によって当時の上流住宅を模倣し造営されたとされる1。憲
宗年間（ag　24代王、1827～1849年在位）に増補されたとされる『宮閾志』zには前述した演慶堂が純祖28
年に造営されたことが記されている3。
　演慶堂の空間構成については『東闘図4』（1828～1830年）や『東閾図形5』（1900～1908年）などで見る
ことができる（図3－2、図3－3、図3－4）。『東閥図』と『東闘図形』で見られる演慶堂の構成は異
なっている。『東閾図』では正門・長楽門をくぐると正面に正堂・演慶堂が位置し、その東には雲会軒、
北東には開錦斎が位置している。演慶堂の内部空間は、建物の中央に4間の大庁が位置し、その左右に
オンドル房が前方に張出した形で構成されている。このような構成であった演慶堂では、1827年王世子
による進爵礼が行われた。進爵礼というのは、王と王妃の徳を讃える尊号を差し上げる際に行われる行
事のことである。1827年は、王世子が病中の王に代わって摂政・代理庁政を勤め始めた年であり、王世
子は演慶堂の大庁で上代の王と王妃の進爵礼を行っだ。
　『東閥図形』で見られる構成は、現在の姿とほとんど変わっていない。昌徳宮の後苑の中心的空間で
　　　　　　　　　　　　　　　　　Yある宙合棲・芙蓉池の一郭から西北に接して位置し、現存する舎廊棟や善香斎、濃繍亭、内棟、飯備間
に相当する建物がほぼ同じ位置に構成されている（図3－3、図3－4参照）。そこでは、舎廊棟・内棟
がそのほぼ中央で塀によって区切られ、また飯備間が行廊棟や塀によって明確に区分されている。これ
は、祠堂がないことを除けば上流住宅の構成と符号するものである。演慶堂に祠堂が見られない理由と
しては、王宮の祠堂に該当する建物・瑠源殿が別に存在し、重なって祠堂を設けることは許せないから
である。
　以上の『東閥図』・『東闊図形』以外に、演慶堂の空間構成が詳細に記録された資料として『宮閥志7』
（1907）がある。そこには、建物名・間数・様式・門の名称及びそれらの位置や構成などが詳細に記され
ているs。
1朱南哲（1980）：『韓国住宅建築』、ソウル、一志社
2韓国・ソウル大学校奎章閣所蔵
3『宮閥志』、「演慶堂在開錦斎西南日長楽門、云云、純宗二十八年戊子翼宗春邸時改建今奉翼宗影真」。ここで、
　　　　純宗は純祖（在位180e－一　1834）のことであり、翼宗（1809年王世子に珊封、1830年没）は王世子を指す。
　　　　春邸は王世子または世子宮の意味である。
4韓国・高麗大学校博物館所蔵
5韓国・ソウル大学校奎章閣所蔵
6金束旭（2004）：「高宗2年の演慶堂修理について」、建築歴史研究13（1）、PP．55～58
7韓国・ソウル大学校奎章閣所蔵
8一狽?ｱこに写すと、「演慶堂十四間以西有、云云、濃繍亭一間以南問培一角門紹陽門、云云Sのように演慶
　　　　堂を説明している。
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景福宮（北関）
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襟
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野寄　讃証　賜嵐肝％一融ー．駕換　努省惑繭彰轍懇　顕゜ど
図3－1．昌徳宮の位置（『首善全図9』（1824～1834）を基に加筆）
釜…
遜鍵
鍵U溌
　　　　　　　　　　図3－2．『東闘図』（1828～1830）で見られる演慶堂・宙合棲・芙蓉池
9韓国・高麗大学校博物館所蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
’欝。．・
図3－3．『東闘図形』（1　900～1908）から見られる演慶堂の位置
　　　　　　　　　　8
F図3－4．『東闊図形』（1900～1908年）に見る演慶堂の構成
図3－5．演慶堂の周辺地形（数値地図を基に加筆）
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　演慶堂の立地を地形の関係から考察すると、正宮・景福宮の主山である白岳山から南東に枝分かれた
尾根の末端に位置する峰から、さらに南東に延びる尾根が南に向きを変える主脈の裾野に位置する（図
3－5参照）。演慶堂はその主脈を背にしてほぼ南面する形で配置されている。その東側は上述した南東
に延びる尾根が鞍部を経てさらに南東に連なる尾根が限っている。一方、演慶堂の西側は前述した峰か
ら南に流れる尾根が限り、そこから東に向かう支脈が南側を限っている。つまり、演慶堂は尾根を背に
し、南東側以外を稜線が取り囲んでいる緩やかな南向き斜面に配置されている。この配置は、尾根を通
じて流れる地気が集まる形局すなわち明堂に該当することから風水論に従うものと考えられる。
2．演慶堂の構成と地形の関係
（1）屋敷の空間構成
　演慶堂は、大門・長楽門から中門である長陽門・脩仁門に至る空間と、中門から内側の空間に大きく
2分され、大門と中門の両脇には従者が住む大門間行廊棟・中門間行廊棟が連なる（図3－6参照）。
　中門より内側の空間は、舎廊棟・善香斎・濃繍亭からなる空間と、内棟の空間、飯備間の空間が塀に
よって明確に区切られている。舎廊棟と内棟は、それぞれ一般的には主人・正室の住む建物であるが、
ここは東宮に住む王世子と王世子妃が来訪時に使用したと考えられる。善香斎は書見の場として書斎・
書庫が設けられており、濃繍亭は亭子である。飯備間は台所や、食べ物などを貯蔵する倉庫、使用人の
部屋などがあ
　演慶堂の内棟には台所がなく、別棟・飯備間として独立している。これは、演慶堂が上流住宅を模倣
して造営されたものではあるが、台所で働く人々が身分の違う王世子妃と同じ建物を使用することはで
きないからと思われる。
　　雛・　“
　　写真3－1．大門の長楽門
　　　　（1985年撮影）
潔
写真3－2．舎廊棟に出入る長陽門　　写真3－3．内棟に出入る脩仁門
　　　　（1985年撮影）　　　　　　　　　　（1985年撮影）
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図3－6．演慶堂の平面（図面は著者の1996年度実測及び製図にようるもの）
写真3－4．舎廊棟の全景（1994年撮影）
饗・
　　N； 　　　　　　　　　　一”、、一　　．べ．－il」轟、溝二、
写真3－5．内棟の全景（1994年撮影）
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写真3－6．飯備間の前面（1996年撮影） 写真3－7．濃繍亭の全景（2000年撮影）
（2）建物・庭園の配置と地形
　演慶堂の構成する建物と地形の関係を詳しく検討すると、前述した演慶堂の後方200mほどにある峰
から南東に延びる尾根が（図3－7参照）、舎廊棟北側の塀から北に15mほど離れた地点で小高い峰をな
し、そこからの主脈が舎廊棟の後方中央に向かって流れる。舎廊棟はその流れに直交する形でほぼ南面
して配置され、舎廊棟周辺の地盤は北から南に70cmほど下がっている。
小高い峰
N㊦
図3－7．演慶堂の地脈の流れ（数値地図を基に加筆）
　舎廊棟西側の内棟はほぼ南面して配置され、その地盤は舎廊棟より20cmほど低く、南に緩やかに傾斜
している。
　舎廊棟の東には、善香斎が位置し、その北東側には濃繍亭が位置している。濃繍亭は前述した南に流
れる主脈から南東に枝分かれした支脈の頂上に位置している。善香斎は、濃繍亭より3．6mほど低い地
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盤に位置し、濃繍亭が乗る支脈の西側斜面を背後としている。このような地形から判断して、善香斎は
上述した濃繍亭が乗る支脈から西へ延びる支脈を受け止め、その支脈に直交する形で西面していると考
えられる。
　以上から、舎廊棟は主脈を受け止め、濃繍亭は主脈から枝分かれした支脈頂上に位置し、善香斎はそ
の支脈からさらに西へ延びる支脈を受け止めていることがわかる。風水論では、地脈に正龍・傍龍（支龍）
があり、それらに流れる気はその力量に差があるとされる1°。すなわち、演慶堂の舎廊棟と善香斎の立地
は、風水形局上の穴の場に該当するが、穴に止まる気が、善香斎より舎廊棟でより強いと考えられる。
っまり、舎廊棟と善香斎は、地脈に流れる気の力量の差によって序列的に配置され、また建物の向きが
決められたと考えられる。
　濃繍亭は、前述したように尾根上に位置する。韓国において亭子は、一般的に眺望のよい所に配置さ
れ、その向きは様々である。しかし、昌徳宮の後苑に位置する亭子の内、尾根上に位置する亭子のほと
んど南面している。このことから、濃繍亭の向きは天子南向の原則に従うものと考えられる。
内棟は、舎廊棟と一棟をなしている。この形は、韓国の一般的な上流住宅では見られない特徴である。
このような内棟は、舎廊棟が受け止める主脈を同時にうけるようにするためと考えられる。しかし、舎
廊棟と同時に主脈を受ける形としては、舎廊棟の背後に内：棟が位置する場合が多い。演慶堂の場合は、
舎廊棟の後方に宴遊の場である濃繍亭を設けており、また舎廊棟の北側にある太一門の外、すなわち北
へ50m離れた所に王世子の書見の揚・砥愚謝が位置している。これらのことから、舎廊棟の背後に内棟
が位置しないことには、舎廊棟から上述した空間への動線を妨げないようにする配慮があったものと考
えられる。
　これら以外の建物である行廊棟や飯備間は、舎廊棟の建築線すなわちその平側ないしは妻側に平行す
　　　　　　　　　　　　　　　　　kる形で配置されていることがわかる。さらには、舎廊棟と内棟の庭園を区切る塀や、舎廊棟北側の塀、
飯備間の庭園を囲む塀なども、それぞれ舎廊棟の建築線に従っていることがわかる。一方、善香斎の東
と南側の庭園を囲む塀は、善香斎の平側、妻側にそれぞれ平行している。
　以上のことから、演慶堂の空間は、舎廊棟の建築線と、善香斎の建築線に従って構成されていること
がわかる。っまり、舎廊棟と善香斎がそれぞれ異なる庭園の輪郭線を持って接合し、全体として演慶堂
の空間を構成している。このような建物と庭園の関係は、韓国の庭園が整形的な構成をもつという特徴
につながるものと考えられる。
3．建物の内部空間構成と柱聯
（1）舎廊棟の内部空間構成と柱聯
　舎廊棟は、オンドル構造をもつ舎廊房・寝房と、板間の舎廊大庁・楼マル・タラクで構成され、舎廊
房・舎廊大庁の前後と寝房の後方には退マルが設けられている（図3－8参照）。
　舎廊房前方の退マル1問は戸で囲まれている。建物の柱は、外柱と内柱に分けられ、四隅を構成する
外柱を特に隅柱と呼んでいるlt。外柱はその高さが内柱に比べ低いため平柱と呼ばれ、内柱は高柱とも呼
ばれる。演慶堂における舎廊棟の柱聯は、室内に面する柱を除いて、平柱・高柱に1個ずつ、隅柱には
1° ﾁ昌柞（1990）：『韓国の風水思想』、ソウル、民音社、P．33
n申栄勲（1983）：『韓国のサルリンジン（韓国の民家）』、悦話堂、PP．280～284
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2個ずつ掛かっている。
　これらの柱聯はすべてが建物外部に向けて掛けられていることから、柱聯は内部空間から見るもので
はなく、外部から見るものであることがわかる。
　舎廊棟には現在、全部で18個の柱聯が見られる。それらのすべては縦長で、そこには七言の漢詩が陰
刻されている。柱聯は、漢詩の左下に署名あるいは押印のあるものと、ないものとに2分される。押印
はすべて二つずつである。
　柱聯に陰刻された文字の特徴を書体、筆跡、文字の太さに分けて検討すると、柱聯3・4、2・5・6、7・
8・9・10，11・12、13から18が、それぞれ同じである（柱聯には便宜的に番号を付した。表3－1）。
この中で、署名または押印を含めて考えると、3と4、5と6、7と8、9と10、11と12、13と14が対
をなすことがわかる。つまり、署名あるいは押印がないものが上聯、あるものが下聯であると考えられ
る。
　このようなことから、1と2も対をなすものと考えられるが、文字の特徴が異なる。2の署名・文字
の特徴が5・6と同じであることから、1には当初、2を下聯とする柱聯が掛かっていた可能性が高い。
15は、平灰によると、16または18と対をなすが、漢詩の内容から判断して18と対になると考えられる。
一方、16はその内容から17と対をなすと考えられるが、平灰では対をなさない。しかし、前述した対
句9と10、13と14も平灰では対をなさないことから対句は必ずしも平灰に従うものではないと判断で
きる。
　これらのことから、舎廊棟には九対の柱聯が掛かっていることがわかる。この中、3から6までは上
聯が前方の平柱、下聯が後方の高柱に掛かっているのに対して、1・2と、7から14までは左右に掛かっ
ていることがわかる（図3－9参照）。しかし、現況の姿に整備且2される以前の写真13を見ると、3が現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　kの5に、4は現在の3に、5が現在の6に掛かり、また7が現在の8に、8は現在の7に、9は現在のユ
O、10は現在の9に掛かっていたことがわかる。残念ながら、それら以外の柱聯については判読が困難
であった。
　写真の位置からは、3と4が現況で見られる平柱・高柱を横断する形で掛かるのではなく、見る側か
ら上聯が右側に、下聯が左側に掛かっていたことがわかる。また、7と8、9とIOからも上聯・下聯が、
右・左に掛かっていたことがわかる。このことから、5の場合もその下聯6がその左側に掛かっていた
と推定される。
　これらのことから、柱聯は見る側から右に上聯、左に下聯を掛ける原則があったと思われる。そう考
えられるとすれば、現況の1と2、11と12、13と14はその位置を入れ替えるべきものと考えられる。
さらに、前述した15と18、17と16も右に上聯、左に下聯を配置すべきものと判断できる（図3－10
参照）
　漢詩の内容は頒辞や言志、訓辞、祈願に分けられる俵3－1参照）。頒辞は治世や王・宮閥の姿など
を頒えるものである。言志は王の志、訓辞は臣下の心得や学者の修養など、祈願は長寿と後継者の誕生
を願うものである。
　以上の柱聯の配置を見ると、舎廊棟の南面から楼マルの南側一間の東面に掛かる柱聯は言志と頒辞で
あり、王に関わるものである（図3－10参照）。一方、楼マルの北側一間の東面から舎廊大庁の北面、
12將?n（1984）：『昌徳宮の亭・樹・堂・斎の柱聯調査現況』、文化財17号、P．156
13體?N（1980）：『韓国住宅建築』、ソウル、一志社、表紙写真
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また舎廊房の北面と寝房の東・北面に掛かる柱聯は、訓辞・煩辞・祈願を記したものである。
　舎廊大庁の西側一間の南に位置する退マルの南面には、王の統治への志を記した柱聯が配置され、そ
の内側すなわち舎廊大庁の南面には宮閾の偉容や平和な民の様子を記した治世にまつわる柱聯が掛かっ
ている。舎廊大庁の北面に掛かる臣下にまつわる柱聯は東側が文官、西側が武官に関わるものである。
これは、文官・武官がそれぞれ東班・西班と呼ばれたことに対応するものと考えられる。
　これらのことから、舎廊大庁は政事に関わる公的な性格をもつ空間と思われる。そして、王の言志を
記した柱聯の南側に位置する階段の前方に下馬石が見られることから、そこから舎廊大庁の西側一間に
至る空間が王世子の道筋であると考えられる。
　舎廊房の南側退マルの南面には栄華を極めた国の姿を記した柱聯が配置され、北面には平和な国土を
頗える柱聯が掛かっている。舎廊房の西倶1］に位置するタラクは、その床面が舎廊房の床面から1mほど
高く、天井までの高さはL　5nユほどである。この空間が書籍を保管する場であることを合わせ考えると、
舎廊房は王世子の治世・修養の場であると考えられる。舎廊房の北面と寝房の東面には頒辞の柱聯が掛
かり、舎廊房は頗辞に取り囲まれていることがわかる。舎廊房の南面の頬辞1・2と、北面の頒辞16・1
7を比較すると、前者が繁華を極めた宮都・国土を頒えているのに対して、後者は豊かで平和な国土を
頒えるものであり、舎廊房の南面と北面の空間の違いを示すものと言える。
　楼マルの南面には、青玉案すなわち王の机に漂う瑞気や、王の高貴な姿を形容した柱聯が掛かり、楼
マルの南側一間の東面には唐の蓬莱宮と漢の鶏鶴観の景色に思いを寄せた柱聯が掛かっている。従って、
楼マルは王世子が政事を考える場であるとともに風雅の場でもあることがわかる。一方、楼マルの北東
の隅柱には学者に対する戒めを記した柱聯が見られる。これは後述する善香斎の構成に深く関わるもの
と考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　k　寝房の北面には後継者の誕生と長寿を願う柱聯が掛かっている。そこに見られる日月南極などの用語
からは道教的雰囲気を窺うことができる。
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（2）善香斎の内部空間構成と柱聯
　善香斎は大庁を中心に、その南北両側に同じ構成のオンドル房が設けられている（図3－11参照）。
3間の大庁の西側前面には、各間に一つずつ踏石が見られ、それら以外の東西側には奥行き約30cmの退
マルが付設されている。建物軒下の犬走りは、東西側ともに碍敷きであり、西側前面にはさらに奥行き
約2．　2mの、一段低い確敷きが広がっている。その部分の上部には西日を遮る遮陽と呼ばれる構造が見
られる。遮陽下の確敷き部分の北側、すなわち北側のオンドル房前方は、その南側の碍敷き部分より15
cmほど高い。また、大庁の中央・西側の前述した踏石の前方には、下段と上段の碍敷き部分をっなぐ踏
石が見られる。
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図3－11．善香斎の平面と柱聯の現況（平面図は著者の1996年度実測及び製図によるもの）
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図3－12．往時の善香斎の柱聯の推定配置（平面図は著者の1996年度実測及び製図によるもの）
　柱聯は、建物の前面に8個、後面に7個が掛けられている。前面の柱聯には五言、後面の柱聯には七
言の漢詩が陰刻されている。これら柱聯にはすべて署名・押印はない。
　1から8までの建物前面に掛かっている柱聯は、筆跡や文字の太さから判断して、1・2、3・4、5・6、
22
7．8がそれぞれ同じであることから対句であると判断できる（図3－12、表3－2参照）。5・6は平灰
によると、それぞれ上聯・下聯であり、5の上聯が右側に、6の下聯が左側に位置する。それら以外は、
4・8を除いて平灰に合わない。4・8は、平灰によってそれぞれ下聯であり、それと対をなす3・7は上
聯と考えられる。
　建物後面の9から15の柱聯は文字の特徴、内容、平灰によって、9・10、11・12、13・14がそれぞれ
対句をなし、上聯が右側、下聯が左側に掛かっていることがわかる。15は平灰によって下聯と判断され
るが、その上聯は現在見当たらない。
　柱聯の位置を見ると、舎廊棟と同様、現況以前の様子を写した写真1によれば、12は現在柱聯が掛かっ
ていない東南隅に掛かっていたことがわかる。従って、12の上聯である11は現在の15の位置に掛けら
れていたと考えられる。これら以外の柱聯についてもその位置は入れ替えられた可能性は考えられるが、
現況で判断するかぎり、位置が不明な15をのぞき、他の柱聯は図5のような配置になる。
　柱聯の内容は訓辞と頒辞に分けられる（表3－2参照）。訓辞を記した1から12までの柱聯の内、1・2
は学問に対する姿勢を記し、3から6は心得として規範とすべき人物を記している。7・8は読書への姿
勢、すなわち内容を吟味し、読後に思い返すことを勧める柱聯である。9・10は教育に対する志を記し、
11・12は史と賦に比喩しながら、学問に対する客観的・主観的姿勢を記している。13・14は、学校での
授業の様子を頒えている。これらのことから、ここに見られる柱聯は、すべてが学問に関する内容であ
り、この建物が書斎・書庫であることに対応することと言える。
　柱聯の配置を見ると、南側のオンドル房は、その前面に勉強する人の志に関するものが掛かり、後面
には国や王に仕えるための学問に関わる柱聯が配置されている。このことからxこの空間は勉学の場で
あると考えられる。
　北側のオンドル房は、その前面と後面に人を育てる師の姿勢に関する柱聯が掛かり、ここは先生の場
と考えられる。このことが、北側オンドル房前方の碑敷き部分が一段高いことにつながるものと考えら
れる。
　大庁は、その前面に詞と画、師を象徴する人物に関する柱聯が掛かり、後面には学校の様子を記した
柱聯が配置されている。このことから、大庁は講義の空間であり、大庁中央を介して、北側が師の場、
南側が学生の場と考えられる。
i申栄勲（1983）：『韓国のサルリムジン（韓国の民家）』下、悦話堂、P．94
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表3－2，善香斎の柱聯の分析
内容の分類 文字の特徴柱聯
ﾔ号 柱聯の字句 内　　　容 意味　　性格 平灰 書体筆跡文字の太さ
道徳摩勒果 道徳は、自らの磨き抑えることによって得られる。 修養の心得 訓辞 不合 楷書1● 太
文章鉢曇花 徳那あらわれた文は、稀の花である。 勉強の心得 訓辞 不合 楷書● 太
3 張子野詞伯 張子野Pは、詞の長である。 勉強の心得 訓辞 不合 行書▲ 太
4 李将軍画師 李将軍2）は．画の師である。 教育の心得 訓辞 下聯 混在▲ 太
汝南尋孟博 汝南3｝の孟博4）を尋ねる。 教育の心得 訓辞 上聯 行書 ■ 太
高密訪康成 高密5｝の康成伍）を訪ねる。 勉強の心得 訓辞 下聯 楷書 ■ 太
7 細読斜川集 斜川集7）を吟味する。 勉強の心得 訓辞 不合 行書 ◇ 太
8 新烹顧渚茶 顧渚山帥の茶を新たに煎じる。 勉強の心得 訓辞 下聯 行書 ◇ 太
9 養竹不除当路筍 竹を養うため、道にはえた筍を除かない。 教育の心得 訓辞 上聯 行書 一 中
10 愛松留得擬門枝 松を愛すれば、門をふさぐ枝すら残さなければならない． 教育の心得 訓辞 下聯 行書 一 中
11 史編作鑑推君実 史の編纂では、鑑帥を著した冠実田）を思うべきである。 勉強の心得 訓辞 上聯 行書 口 中
12 賦筆凌雲擬子虚 賦を書くときは、凌雲】1）のような子虚12）を思い浮かべるべきである。勉強の心得 訓辞 下聯 行書 口 中
13 曝布之絵雲壷水 曝布の末は、雲が水になり終わる。 学屋の情景 頒辞 上聯 行書 一 中
14 侠苓其上樹交花 挟苓13）その上には、松が花と交わる。 学屋の情景 頒辞 下聯 行書 一 中
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 下聯 行書 一 中15 却対真山看画図 真山向き合うと、却って絵を見るようだ。 楽　対ではない
X柱聯1は楷書のみ、2・6の一部の文字には行書体が、3・5・7・8の一部の文字には楷書体が、また9～15の一部の文字に草書体が含まれている。
　4は楷書・行書・隷書体が混在。
※同じ筆跡には同じ図形を付した。
注）
1）北宋の仁宗（1023～1063年在位）の時、張先。字は子野e康定の進士e官は都官郎中。罰に巧み。この詞中に心中事・眼中事・意中事があるので、時
　人は彼を張三中といい、この得意の作の詞に皆、影の字があるので、自ら称して張三影という。
2）唐の画家・李思訓（651～716年）。宇は建見、細密な山水画をよくし、子の昭道とともに北宗画の祖とされる。官職が右武衛大将軍であったため、彼
　を李将軍と呼ぶ。
3）中国河南省汝南県
4）後漢の萢済（13了～169年）。字は孟博、汝南出身。建寧（168～175）年間、党人を謙するに遭い、自ら獄に至った際、県令郭揖、印綬を解いて共に亡げ
　んと請うたが許さず、母に従い、子を誠めて死に就く。年33歳e母の郭は、傍、自ら獄に至らんとするや、清節を全うして、令名を残すべきを教え
　て之を遣る。
5）中国山東省
6）後漢の儒学者・鄭玄（127～200年）。高密出身で、字は康成c農耕生活を送り、千数百人の門弟に教えた。生涯仕官せず、著述に励み、漢時代の儒学
　の集大成を行い、後世の経典解釈の基礎をなした。
7｝北宋の蘇試（1036～1101年）の息子・蘇過の詩文集。蘇過は四川省眉山出身で、現河南省許昌県に家し、湖陰の水竹数畝を営んで小斜川と名付け、自
　ら斜川居士と号す。
8）中国漸江省長興県にある山。茶の産地で、その名前が「顧渚茶jである。陸游（南宋の詩人、ll25～1210）の『斎中弄筆偶書示子車詩』の中．「候火新
　烹顧渚茶」がある。
9）『資治通鑑』。294巻。北宋の司馬光の著．元豊7年（1084）に成る。東周の威烈王23年（B、C，403）から五代後周の世宗顕徳6年（959）に至るi362年
　間の国家の興衰、生民の休戚を記したもので、その体は『春秋左氏傳』を模倣した編年史。
lO）北宋の名臣・司馬光（1019・vlO89）。陳州涼水郷（今の山西省内）の人。宇は君実、号は斉物子。謹は文正。七歳の時、『春秋左氏傳』を講ずるを聞
　いて大旨を知る。賓元（1038－一　1040）の初の進士。神宗（1068～1085在位）の時、御史中丞と為り、王安石の新法に議し、合わずして去る。哲宗（1086
　～1100在位）の初、門下侍郎となり、尚書左僕射に拝せられ、新法の、民の害を為す者を悉く去る。涼水郷に居住したので世に涼水先生という。書
　室を読書堂という。著に『資治通鑑』、『独楽園集』などがある。
ll）凌雲：雲をしのいで高く蛍える。雲をしのいで高く飛ぶ。浮世を離れて遠く世外に超脱する。『史記、司馬相如傳』　「相如既奏大人之頒、天子大説、
　瓢瓢有凌雲之気、似游天地之間意。」
12）前漢の文人・司馬相如（B．C，179～B．C．117）は賦に巧みで，「子虚」という賦は有名である。蜀郡成都（今の四川省）の人。字は長卿。辞賦に秀で、その
　作、『子虚』、『上林』、『大人』などの賦は漢魏六朝の文人の模範となった。
13）松の根に寄生するきのこの類。『准南子、説山訓』1千年之松、下有茨苓、上有免綜」。免綜はネナシカヅラ（Cuscuta　japonica　CHOISY　var．　thyrsoidea
　ENGELM．）
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（3）濃繍亭の内部空間構成と柱聯
　濃繍亭は、板間一問の亭子に戸を設け室内を構成し、その外部に退マルを周らせた建物である（図
3－13参照）。退マルの縁には、南側と西側の階段に連なる部分以外を欄干が回っている。南側の階段
は、西側の階段より一段高い上段に付設されている。
　柱聯は全部で8個あり、そこには七言の漢字が陰刻され、善香斎と同様署名・押印はない。柱聯はす
べて書体や筆跡、文字の太さが同じであることから、同一人物によるものと考えられる（表3－3参照）。
それらは内容や平灰によって、1・2、5・6、7・8が対句をなし、それぞれ上聯と下聯であると判断
できる。3・4は、内容によって対句をなすと考えられ、3が平灰によって上聯であることから、4は
下聯であると考えられる。
　これらの柱聯の位置は、現況以前の写真2を見ると、6が現在4の位置に掛かっていたことがわかる（図
3－12参照）。このことから、6の上聯である5は現在3の位置に掛かっていたと推測できる。他の柱
聯についても善香斎：と同様、その位置は入れ替えられた可能性が考えられるが、ここでは現況をもとに
判断せざるをえない。
　柱聯の内容は、頒辞や訓辞、宴の情景に分けられる（表3－3参照）。頒辞は王、訓辞は『漢魏叢書』
や『春秋』の書物に例えて、記録や文書などのあるべき姿、また歴史を書くときの正しい史観について
記し、学者たちを戒めている。宴の情景は宴からの感興を記したものである。
　前述した位置の推定をもとに柱聯の配置を見ると、濃繍亭の南面に掛かる柱聯は、政事に関わる柱聯
であることから、そこに設けられている階段は王世子の道筋であると考えられる。一方、西面には宴に
関わる柱聯が掛かり、そこの階段は、宴に同席する人々の通路であると考えられる。東面には書物に関
わる柱聯が掛かり、濃繍亭は読書の場でもあると考えられる。柱聯が掛かっていた配置が不明な3と4
は、春の宴を記している。
　これらのことから、濃繍亭は宴の場でありながら、読書などの修養の場であるとともに政事を考える
場でもあると考えられる。
2朱南哲（1980）：『韓国住宅建築』、ソウル、一志社、p．　249
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表3－3．濃綾亭の柱聯の分析
内容の分類 文字の特徴柱聯
ﾔ号 柱聯の字句 内容 意陳 性格
平灰 書体 筆跡 文字の太さ
1 五色天書詞絢煽 五色1〕の天書2）は絢爆である。 治世 煩辞 上聯 隷婁 ● 極太
2 九重春殿語従容 九重3｝の春殿4）は安らかである。 善政 頒辞 下聯 隷書 ● 極太
3 春水方生華来鏡 湧き出でたる5）春の水には、苑が映って来る。 一 一 上聯 隷書 ● 極太
4 吾底可愛酒満床 愛する私の四阿には酒が飯床に満ちる． 一 一 不合 隷書 ● 極太
5 如斯嘉会知難得 このような楽しい会は、得難いのを知る。
宴の楽しさ
i宴の情景） 風雅 上聯 隷書 ● 極太
6 常駐詩人若有縁 常にとどまる詩入は、縁があるようだ。 人との交流i宴の情景） 風雅 下聯 隷書 ■ 極太
7 漢魏文章多古質 漢魏6｝の文章は、古めかしく質朴なものが多い。 学者への戒め 副ii辞 上聯 隷書 ● 極太
8 泰秋風日長精神 春秋ηの評判とその輝かしさは、長久の理念である。 学者への戒め 甜僻 下聯 隷書 ● 極太
※筆跡はすべて同じである。
X柱聯3と4は、既往の推定配置がわからなく、内容の意味と性格の分析から除外する。
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注）
1）五色：五種の色。『疏』「韓詩外傳云、天子社廣五丈、東方青、南方赤、西方白、北方黒、上冒以黄土。」
2）天：書：みことのり。
3）九重：宮中。王城の門は九重あるのでいう。
4）春殿：春の御殿。春の宮殿。又は、全盛を極めた宮殿のさま。『李白、越中覧古詩』　「宮女如花満春殿、
　　今惟有鵬鵡飛。」
5）方生：相対のものが相因って生ずること。『荘子、斉物論』「彼出於是、是亦因彼、彼是方生之説也。」
6）『漢魏叢書』をいう。明の何　が、漢魏六朝の群書を彙輯して百種を得、経・史・子・籍の四種に分けて、
　　後、屠隆が改めて典雅・奇古・　騨・藻艶の四類に分けて、六十巻としたもの。明史藝文志に収める者が
　　是である。
7）書名。孔子が魯国の記録について筆削したもので、孔子（B．C，552・－B．　C，459）の精神が盛り込まれていると
　　される。春秋とは事を記録するに何月何日に某事があり、何年何時に某事ありと記す、故に四季の中、春
　　秋の二字を採って一年中の記録たる意を表したものである。
（4）内棟の内部空間構成と柱聯
　内棟は前述した舎廊棟の寝房の西側に連なる形でマル、2間の越房、2間の内大庁が続く（図3－10
参照）。2間の内大庁のさらに西には南に矩折する形で2間の内房と1間の楼タラクが配置されている。
その楼タラクを除く、上述した空間には退マルがめぐっている。
　内棟の柱聯も舎廊棟と同様、外側に面する柱に見られ、平柱と高柱には一個ずつ、隅柱には2個ずつ
掛かっている。ただし、舎廊棟のタラクを構成する柱の内、内棟に面する隅柱と平柱2本には柱聯が見
られない。いずれの柱聯にも七言の漢詩が陰刻されており、署名あるいは押印があるものと、ないもの
がある。
　柱聯1から10までは、7を除いて文宇の特徴が同じであり、また押印も同じであることから、同一人
物の手になるものと判断できる（表3－1参照）。1・2、3・4、5・6、9・10は、内容から判断して、
それぞれ対をなし、押印のないものが上聯、あるものが下聯と考えられる。押印のない7は、上聯と判
断できるが、その下聯は見当たらない。また、8は押印があることから下聯と判断できるが、その上聯
も見当たらない。
　11～22は文字の特徴と署名・押印の有無から判断して、11・12、13・14、工5・16、17・18、19・20、
21・22がそれぞれ対句をなし、署名・押印がないものが上聯、あるものが下聯と考えられる。
　現況以前の様子を写した写真3に従って、柱聯の位置を確認可能な範囲で図示すると図3－9のように
なる。上聯と下聯がともに写っている9・10、11・12、13・14、19・20の位置から判断して、上聯と下
聯は、前述した建物と同様それぞれ右と左に掛かっていることがわかる。また、現況では柱聯が見られ
なかった舎廊棟のタラクの隅柱には、8が掛かっていたことがわかる。
　図3－10は、写真ではその位置が確認できなかった現存する柱聯を、上述した柱聯の配置原則に従
って配置替えしたものである。
　柱聯の内容は、頒辞・訓辞・祈願・風雅・心掛けに分けられる（表4－1参照）。頒辞は善政に励み、
平和な国を保つ王を頒えるとともに、すぐれた人物や人材、豊かな農村・宮閥を頒えるものである。訓
辞は模範的な文武官について記し、臣下の心得としている。祈願は、老子の思想で見られる人為的な制
度によらず民に支配を意識させない無為無事の政治思想を表した柱聯である。風雅は春と秋の風情を記
3申栄勲が責任監修した『韓国の美⑭』（「宮室・民家」編、中央日報社、1980）の写真151と158、申栄勲の
『韓国のサルリムジン（民家）』（下編、悦話堂、1983）のp．　252
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している。心掛けは、足ることを知る心について記している。
　以上の柱聯の配置を見ると、内大庁の東側一間は、その南側の退マルの南面に、清らかな心持ちの人
物と深い情け（慈愛）を持つ人物、すなわちそのような心を持っている王妃を頒える柱聯が掛かっている。
また、その内側には奴隷の買い付けのため村々を探し回るものが高潔な隠遁者の住居を発見したことを
告げる内容の柱聯と、用水堀の賦役に関わるものが、徳を修めすぐれた操を持つ人物の住む島を発見し
たことを知らせる内容の柱聯が掛かっている。つまり、高潔な隠者や徳者を見いだす能力をもつ人物を
擁する人材の豊かさを褒め称える柱聯であると考えられる。内大庁の東側一間の北面には、文武の臣下
に関わる柱聯が見られる。
　これら、内大庁に掛かっている柱聯は、王妃の公的役割に関わるものであり、また臣下を意識したも
のであることから、内大庁は舎廊大庁と同様、公的な性格をもつ空間と思われる。
　内大庁の南側の退マルの南側には踏石と基壇に付設されている階段が見られる。一方、北側の退マル
の北側には踏石が見られる。これらを柱聯と合わせ考えると、前者は王世子妃の道筋であり、後者は臣
下を意識したものと考えられる。
　越房の東側一間は、その南に位置する退マルの南面に、優秀な官吏と詩人を育てる農山村、すなわち
立派な人物を産み育てる場を記した柱聯が掛かっている。また、その内側には禽や樹木などが豊かな環
境、すなわちそのような宮閾（または国土）を記した柱聯が掛かっている。越房の東側一間の北面には無
為自然への願いを記した柱聯が掛かっている。この北面の柱聯は、舎廊房の寝房の北面に掛かっている
柱聯と同じく、道教的雰囲気を窺うことができる。従って、越房は舎廊棟の寝房のような私的性格を持
っていると考えられ、またその南側に見られる柱聯からは、産み育てる場としての性格をもっていると
考えられる。
　楼タラクは、西面に春と秋の風情を楽しむ内容の柱聯が掛かり、南面に掛かっている柱聯は、豊かな
農村すなわち国土を類えるものであると同時に、農村の景色に思いを寄せた風雅的内容を合わせ持った
ものである。楼タラクの東面には、足ることを知る心掛けを記した柱聯が掛かれている。これらのこと
から、楼タラクは風雅を楽しむ休養の場であるとともに修養の場でもあると考えられる。
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（5）各建物とその内部空聞における柱聯の特徴
　各建物の柱聯の内容・数に見られる特徴を見ると（表3－5参照）、舎廊棟と内棟では頒辞を記した柱
聯が半分以上を占めている。それらは王の治世を頒えるものではあるが、舎廊棟と内棟ではその内容に
差異が見られる。舎廊棟では主に政事を頒えるものであるのに対して、内棟では豊かな国土、すぐれた
人物、さらにはそれを産み育てる場を頒えるものである。
　次に善香斎と濃繍亭について見ると、それぞれ訓辞と宴の情景を記した柱聯が多く、それぞれの建物
の性格を物語っている。つまり、善香斎は教育の揚であり、濃繍亭は燕案の場としての性格によるもの
であると考えられる。
　このように、王世子の空間にある建物は各々の性格が異なる。このことは、舎廊棟は公的色彩が強い
空間であり、善香斎：は学問、濃繍亭は宴遊の場である。それに対して、王世子妃の空間である内棟には
頒辞に加えて風雅や心掛けなど様々な柱聯が含まれていることが特徴的である。換言すれば、王世子の
空間では王世子の様々な行為に対応する形で建物が建てられているのに対して、王世子妃の空間ではそ
れらが一つの建物の内部空間に含まれている。
表3－5．柱聯の内容・数と建物の関係
王世子の空間 王世子妃の空間柱聯の内容
@分類 舎廊棟 善香斎 濃繍亭 内棟
頒辞 10（56％） 2（14％） 2（25％） 12（60％）
言志 2（ll％）
訓辞 4（22％） 12（86％） 2（25％） 2（10％）
祈願 2（11％） 2（10％）
宴の情景 4（50％）
風雅 2（10％）
心掛け 2（IO％）
総計 18（100％） 14（100％） 8（100％｝ 20（100％）
※対をなさない柱聯は除外。
表3－6．建物の内部空間と柱聯の特徴
王世子の空間 王世子妃の空間
舎廊棟 善香斎柱聯の
燉e分類舎廊大庁 楼マル 舎廊房 寝房 大庁 北側のIンドル房
南側の
Iンドル房
濃繍亭 内大庁 楼タラク 越房 内房
頒辞 2 荏 3 1 2 2 4 2 4 2
言志 2
訓辞 2 2 2 5 5 2 2
祈願 2 2
風雅 4 2
心掛け 2
※4つの中の2っは風雅的要素が含まれている。
※対をなさない柱聯は除外。
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　このように、王世子の空問にある建物は各々の性格が異なる。このことは、舎廊棟は公的色彩が強い
空間であり、善香斎は学問、濃繍亭は宴遊の場である。それに対して、王世子妃の空間である内棟には
頒辞に加えて風雅や心掛けなど様々な柱聯が含まれていることが特徴的である。換言すれば、王世子の
空間では王世子の様々な行為に対応する形で建物が建てられているのに対して、王世子妃の空間ではそ
れらが一っの建物の内部空間に含まれている。
　建物の内部空間と柱聯の関係は（表3－6参照）、舎廊大庁や内大庁、善香斎の大庁などの大庁の空間
には、統治への志や類辞、戒めなどの公式性格の柱聯が掛かることに対して、楼マル・楼タラクには風
雅的性格を合わせ持った柱聯が掛かる。オンドル房、すなわち舎廊房や、善香斎のオンドル房、越房で
は、修養や人を産み育てる場などを記した柱聯が掛かり、オンドル房は、より私的な性格を持つもので
あることがわかる。
4．庭園構成
（1）舎廊棟を中心とした空間
　舎廊棟の内部構成を見ると、オンドル構造をもつ舎廊房・寝房と、板問の舎廊大庁・楼マル・タラク
で構成され、舎廊房・舎廊大庁の前後と寝房の後方には退マルが設けられている（図3－10参照）。
舎廊棟の内部構成を検討すると、舎廊大庁は一般的に接客用に使われる空間であり、舎廊房は主人の日
常の居住や接客の機能を持っている。寝房は主入の寝室である。この寝房は、上述した舎廊大庁や舎廊
房、楼マルの北側の柱がなすラインの北側に位置する。このことから、このラインの南側は公的色彩が
濃い空間であり、一方北側はより私的な空間であると言える（図3－15参照）。
太一円
･
　佑申門
燗
　　　　　　　加：デ2
ﾉ廊棟
・　　i1
　　：
@　　：　　　，目石池
　目
@　　　ケヤキO
厲梃v■
@力工デ●
ｳ秋門レ
1
」　N①　　「ゆ凹
、カエデ1　下馬石
?蜉ﾔ行廊棟
魯■
　已L石函．伍石
@ツツジ
r俺石 　▲ﾐ陽門
o
台石゜　　・台石
@　▲　　　　　　　　　　　0て35@長陽門　　　　　　　　　］i曲
図3－15．舎廊棟の庭園平面図
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　上述したラインに連なる形で楼マルの東の庭園には、北側が20cmほど高い段が見られる。舎廊棟の内
部空間が、上述したように南北でその性格を異にすることを考えれば、この段差は庭園の性格や使い方
を区切るものと言えよう。つまり、段の南側はより公的であり、北側はより私的な空間であると言える。
このように、建物内部空間の性格の違いが、段差の形で庭園の恒常的仕切りとして表われている実態
は、建物と庭園の密接な関連を示すものとして注目される。
　舎廊大庁二間と舎廊房の東側一間の南には、三間それぞれに踏石と階段がある（写真3－8、写真
3－9参照）。それらの内、中央のものは両側のものより大きく、さらにその南には下馬石が配置されて
いる。この下馬石は、王世子が箪1から降りるとき、また昇るときに使用されたものと考えられる。っま
り、中央の階段と踏石は王世子の道筋と考えられる。そして、その左右にある階段と踏石は、王世子に
付き添う臣下を意識したものと考えられる。これらの構成は、王宮の正殿の南側庭園やその他の主な殿
閣で見られる構成に従うものと言える。
写真3－8．舎廊棟前方庭園の階段・下馬石・縁石
　　　　　　　（2000年撮影）
‘“　．・’‘1　一；@∵　ド∵二覗L賠
写真3－10．舎廊棟前方の縁石の加工面と堆積の関係
　　　　　　　　（1996年撮影）
写真3－11．写真3－10の拡大
　　　（1996年撮影）
　上述の踏石・階段・下馬石を囲む形で切石の縁取りが見られる。この縁石は舎廊棟の南面と東面の建
築線に従う形で設けられている。この縁石の南面を調査した結果、滑らかに加工した面と割面を残した
部分があり、滑らかな部分は切石の天端から13cm下までであった（写真3－10、写真3－11参照）。
このことから、階段がある縁石に囲まれた部分はその南側より13cmほど高い壇を構成していたと考えら
1天子が乗る車で、韓の中央に車をつけ、腰の辺りにあてて手で引く車。
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れる。この壇の高さはわずか13cmと低いものではあるが、この空間における意味は宮殿内の主な殿閣の
大庁前面に設ける月台のような機能をもつと考えられる。
　この壇によって舎廊棟の南側庭園は、大きく2分されるようになる。階段・下馬石の南側の庭園が儀
式の場としても使われたことを考えれば、上述した壇上とその下の空間は、身分による空間的序列を示
すものと考えられる。
　前述した舎廊棟前方庭園の縁石のある空間の西辺には、内棟との間を仕切る塀に沿って、その東面に
切石で縁取った高さ20cmほどの花壇がある。この花壇には4個の石函に載った怪石が置かれている（写
真3－12～写真3－19、図3－16参照）。
　石函の内、中央の2個は台石に載っており、塀側を除く石函の三面には花の文様が陽刻され、対をな
している。それに対して、その南北両側の石函には台石もなく文様もない。そして、北側の石函は磨耗
が著しいことから古いものと判断され、南側の石函はより新しく、また加工も異なることから近年のも
のと判断される。しかし、南側の石函が北側とほぼ同じ大きさであることと、対をなす中央の石函に載
る怪石とその南北両側の怪石が、それぞれ似た形状であることから、かつてはこの南側の石函は北側と
同じであったと推定される。つまり、4個の石函は2対をなし、左右対称であったと考えられる。そし
て、そのほぼ中央、対称軸の位置には前述した舎廊棟南側の壇を縁取る縁石のラインが連なっている（図
3－15参照）。
　これらのことから、左右対称の怪石・石函の配置は、上述した舎廊棟南側の縁石によって区分された
庭園に一体感を与えるものと考えられる。
写真3－12．舎廊棟の前方庭園構成と怪石
　　　　　（2000年撮影）
写真3－14．舎廊棟基壇から見た怪石・石函
　　　　　　　（2000年撮影）
写真3－13．怪石・石函の全景
　　　（2000年撮影）
写真3－15．怪石・石函（2000年撮影）
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図3－16．怪石・石函の平面と立面（著者の1996年度実測及び製図によるもの）
写真3－16．怪石
一三［、％，
G．縣
写真3－1・7怪石　　　　　写真3－1　8．怪石
　　　　　　（1996年撮影）
1「一「「－v　r一甲　■圏闘爾
写真3－19．怪石
写真3－20正秋門近くの怪石と花
　　　　（1996年撮影）
写真3－21．怪石
（1996年撮影）
写真3－22．怪石
（1996年撮影）
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　4個の怪石・石函がある花壇の南西側、すなわち舎廊棟と内棟を仕切る塀に付設されている正秋門南
側の塀の東面にも同様に、切石で縁取った花壇が見られる（図3－15参照）。その花壇の高さは12cmぐ
らいで、上述した4個の怪石・石函が置かれている花壇より低く、そこには石函のない怪石が一対据え
られている（写真3－20～写真3－22参照）。
　この2個の怪石の構成を、前述した舎廊棟近くの4個の怪石と比べると、後者が石函に載っているの
に対して、前者は地面に直接据えられている。こうした違いは、それらの前面に展開する庭園空間の違
いに対応するものと考えられる。つまり、石函を伴う怪石はより上位の空間を示し、石函のない怪石は
下位の空間を示すものと言える。このことは、怪石の構成に見られる序列といえ、それらが置かれる庭
園空間の序列に対応するものと考えられる。
　以上の怪石が配置されている中間的位置とも言える正秋門の北東近くには、花壇を設けず庭面に直接
据えられた1個の石函・怪石がある（図3－15、写真3－23～写真3－27参照）。この石函は六角
形で、高さは30cmほど、直径は60cmに至り、その下には台石が設けられている。この台石は、高さ10
cmほど、横×奥行きが60cmの正方形である。これを舎廊棟近くの4個の怪石と、正秋門南側の2個の
怪石を含めて考えると、切石で縁取った壇上の石函・怪石、台石上の石函・怪石、切石で縁取った壇上
の怪石の3種類が見られることになる。これらは、上位から下位の空間に向かって配置されてことにな
り、壇を含めた怪石の構成に見られる序列ということができる。
写真3－23．石函・怪石の　　写真3－24．石函・怪石の
　前面（1996年撮影）　　　側面（1996年撮影）
写真3－26．正秋門の東側の置かれる
　怪石・石函・台石（1996年撮影）
瞭議錫賠吻
　　　　　　　　．．ψ轟軽
写真3－25．石函あ台石（1996年撮影）
写真3－27．舎廊棟前方庭園の怪石の置かれる様子
　　　　　　　（1996年撮影）
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　台石をもって据えられた石函・怪石の構成と配置には、舎廊棟南東側の石池との関係も考えられる。
っまり、舎廊棟の南北方向の縦軸線に対して、それらはほぼ対称的な位置にある。それらは、いずれも
台石上に据えられている。
　上述した石池は、長陽門の東から北に矩折する中門間行廊棟の北に位置し、その棟の西側建築基壇線
と面を合わせている（図3－17、写真3－29参照）。この石池は大きさが1．3×1．8m、高さ1mほど
の大型のものであり、その下には台石が見られる。
図3－17．舎廊棟前方の石函・怪石、石池の位置
写真3－28．石池の位t（1994年撮影） 写真3－29．石池・台石の全景（1994年撮影）
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　石池の位置は前述したように、舎廊棟の南北方向の縦軸線を軸にして、正秋門手前の石函・怪石とほ
ぼ左右対称の位置に置かれている。石池は、大体蓮を植えて観賞する。蓮は君子を象徴するもので、石
池がここに位置するのは、善香斎が書見の場として儒学を勉強する空間であることを意味すると思われ
る。これに対して、怪石は仙人が住む三神山を象徴するもので、不老長生の願いが込められている。正
秋門手前の石函・怪石は、舎廊棟内部の西側に私的な空間である寝房があることから、それに符号する
構成になっているといえる。
　舎廊棟の南・前方庭園には、舎廊房の間取りを構成する東側柱の延長線上にカエデが植えられている。
このカエデの大きさは根元直径が50cm、樹高が7mに至る。このカエデの姿は、1930年に刊行された
『朝鮮古跡図譜』（写真3－30、写真3－31参照）にも見られる。この時にも生々とした枝ぶりが確
認でき、植えられた年数が非常にたつものと判断される。そして、演慶堂の造営が今から180余年前の
ことを考えると舎廊棟南前方にあるカエデは造営当時に近い時期に植えれたものと思われる。
　カエデは「楓農」すなわち「朝廷」を意味するものであり、宮閾ではよく植えられたものである。演慶堂
の舎廊棟・南前方の縁石の外側に位置することは、そこに臣下が立ち並ぶことにつながるものと考えら
れる。
写真3－30．舎廊棟の全景（『朝鮮古跡図譜十2』、p．1425）
21930年に朝鮮総督府刊行した書物。1巻から15巻まである。
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写真3－31．内棟の前方庭園から見られる舎廊棟領域の植栽（E朝鮮古跡図譜十』、p．1　435）
　舎廊棟北側の塀の南裾には、それに沿う形で庭面より20cmほど高い壇が見られ、現在そこには花木類
が植えられている。このような壇はそれ以外に、演慶堂では紹陽門西側行廊棟および東側の塀の北裾に
見られるだけで、内棟や飯備間の庭園では見られない。つまり、舎廊棟や善香斎などの男性が使う空間
には見られ、女性の空間である内棟や飯備問の庭園では見られないことになる。このことから、男性の
空間の庭園は女性のそれに比べて、より装飾的性格をもっていると言える。
　善香斎は三問の大庁を中心に、その南北両側に同じ構成のオンドル房が設けられている（図3－18、
写真3－32参照）。大庁の西側前面を除く東西両側には退マルが付設されている。建物軒下の犬走りは、
東西両側ともに確敷きであり、西側前面にはさらに奥行き約2．2mの、一段低い確敷きが広がっている。
その部分の上部には西日を遮る遮陽と呼ばれる構造が見られる。北側のオンドル房の前方すなわち碑敷
き部分の北側は、その南側碑敷き部分より25cmほど高く、碍の大きさも大きい。北側のオンドル房の床
面は南側のオンドル房より15cm高く、より上位の空間であることを考え合わせると、建物内部の空間の
上下関係が軒内空問にも表われていると言える。
　この一段高い碑敷きの南縁は、前述した舎廊棟楼マルの東の庭園に見られる段と接合している。舎廊
棟楼マルの東の段が、舎廊棟の平側と平行しているのに対して、善香斎の上述した段は善香斎の妻側と
平行しているため2つの段は約5°くらいの角度をもって接合している。このような構成は、建物と庭
園が密接な関係をもっていることを示すものであり、また、建物と建物が隣接して配置される場合、そ
れぞれに属する庭園の範囲を明確に示すものと言える。
　善香斎の北と東には、一段の高さが40～80cmほどの5段の花階がある（図3－18参照）。花階には、
濃繍亭に至る階段が善香斎の北と東に設けられている。これらの階段は、善香斎の妻側と平行する形で
花階を横切っている。善香斎東北側の花階は曲線をなす構成で、これは直線をなす韓国の一般的花階と
は異なる。これに関しては、今後さらに検討する必要がある。
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写真3－32．善香斎の全景（1996年撮影）
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図3－18．善香斎・濃繍亭の平面図
　　　　　　40
写真3－33．善香斎の犬走りと舎廊棟側面庭園の段
　　　　　　　（1996年撮影）
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写真3－35．写真3－34の立面部分
　この曲線をなす部分を除く花階の構成は、善香斎の東にある階段を境に、その北側は複雑に矩折し、
南側は一直線で構成されている。この構成に見られる直線は、善香斎の平側や妻側の建築線に平行する
ことから、善香斎の影響を受けたものと思われる。
写真3－36．濃繍亭の南側階段
　　　（2000年撮影）
写真3－37．濃繍亭の西側階段
　　　　（2000撮影）
｝
写真3－38．花階
（2000年撮影）
濃繍亭は、板問一問の亭子に戸を設け室内を構成し、その四周に退マルを周らせた建物である（図
3－18）。退マルの縁には、南側と西側の階段部分を除いて欄干が回っている。
それらの階段をみると、南側は西側より一段高い段上に位置する。これは、この建物が南面している
ことにより、舎廊棟南前方の、切石で縁取りした一郭のように、上位の空間を設定したものものと考え
られる。
（2）内棟を中心とした空間
　内棟の南と西側には中間門行廊棟があり、北には塀を介して飯備間が位置しており、内棟の大半は建
物に囲まれている（図3－19参照）。これに対して舎廊棟を中心とする空間は、大半が煉瓦塀に囲まれて
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おり、両者の囲障を比べると内棟の方がより閉鎖的であると言える。
　内棟を中心にした空間には、舎廊棟東側の善香斎・濃繍亭のような書見・宴遊の場がない。これは、
内棟の大半が召使の住む行廊棟に囲まれていることを合わせ考えると、内棟を中心にした空間は家事な
どの実用性を中心に構成されていると言える。
　内棟の構成は舎廊棟の寝房の西側に連なる形でマル、2間の越房、2問の内大庁が続く（図3－19参照）。
2間の内大庁のさらに西には南に矩折する形で2間の内房と1間の楼タラク3が配置されている。その楼
タラクを除く、上述した空間には退マルがめぐっている。
　内棟の内部空間の一般的機能としては、内房は正室の居間・寝室、越房は成人した子女あるいは姑の
部屋として使われる。また、内大庁は冠婚葬祭の儀式、上下の意志伝達の場に使われ4、楼タラクは舎廊
棟の楼マルと同じく風雅の場である。
図3－19．内棟領域の庭園空間構成
3楼タラク：楼タラクは、楼マルと同じ機能をもっているが、その出入口がタラクと同じ構造になっている。
’1 ﾁ英植、堀越哲美、金一鎮（1992）：「室内気候の調節機能からみた韓国伝統民家の平面構成に関する研究一朝
　　　　鮮中期以後の慶北地方民家を中心として」、日本建築学会誌440、pp．49－60
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　演慶堂の内棟の構成をみると、楼タラク北側柱がなすラインの北側に内棟の主だった機能をもつ空間
が位置する。このラインの西側庭園には、その延長線上に北側が20cmほど高い段が設けられている（
写真3－40～写真3－42参照）。この段は、舎廊棟の楼マル東側庭園に設けられている段と比較できる。
舎廊棟のその段は、庭園空間を公的空間と私的空間に分けていた。それに対して、内棟の前述した段は、
その北側に内棟の主だった機能の内部空間が位置することから、段の北側が南側より上位の空間である
ことを示すものと思われる。
写真3－39．内棟前方庭園の構成
　　　　（1985年撮影）
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写真3－40．内棟西側庭園にある壇
　　　　（1996年撮影）
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写真3－41．内棟の西側庭園の壇の詳細
　　　　　（1996年撮影）
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写真3－42．写真3－41の中間門行廊棟との連結部分
　　　　　　　　（1996年撮影）
　内棟の南側庭園には、舎廊棟の南側庭園で見られたような切石の縁取りは設けられていない。また、
その構成も舎廊棟の南側庭園より複雑ではない。これは、舎廊棟の南側庭園で儀式などの行事が行われ
ることを考えると、内棟の南側庭園の使い方は、舎廊棟のそことは異なることを示すものと思われる。
　内棟の庭園の植栽を見ると、内棟前方の東側、すなわち舎廊棟と内棟を分離する塀に設けられている
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小門の西側にケヤキが植えられている（図3－19参照）。そのケヤキは、小門の内棟側前方に位置し、小
門を遮蔽している。ケヤキの大きさは、樹高20mほど、根元直径1mにもなる巨木である。写真3－43
～44を見ると、1871～1910年間にすでに現在の場所に植えられていることがわかる。そして、このケヤ
キは演慶堂の造営当時あるいは直後に植えられたものと思われる。
　ケヤキは最高位の官僚を象徴するものである。これは、中国・周時代の宮廷の庭に3本のエンジュを
植え、朝廷の最高位官僚である三公の席を示したことから由来したものである。このことから最高位官
僚を椀位と呼ぶようになった。本来、三公樹はエンジュであるが、朝鮮時代にはエンジュとケヤキが同
様の意味をもって植えられた。演慶堂の内棟の前述したケヤキは、舎廊棟に出入りする小門の前方に植
写真3－43．内棟の全景（『写真で見る100年前の韓国5』、p．94）
写真3－44．内棟・南側庭園の植栽（『朝鮮古跡図譜十』、p．1435）
5掲載された写真は、1871～1910年間の韓国を映し出したものである。
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写真3－45．内棟・西側庭園の構成（『朝鮮古跡図譜十』（1930）、p．1436）
えられていることから舎廊棟の王世子を意識したものといえる。また、ケヤキはそれがもつ象徴性から、
内棟の王世子妃は、将来王になる王世子に対して臣下であることを示すものと考えられる。
5．小結
　演慶堂を構成する建物の配置は、舎廊棟が演慶堂の北西に位置する主山から南に流れる主脈を受け止
め、その流れに直交する形でほぼ南面して配置されている。そして、主脈から枝分かれ、南東に流れる
支脈の頂上には濃繍亭が南面して位置する。また、善香斎は濃繍亭が乗る支脈からさらに南西に枝分か
れた支脈の流れに直交する形で西面して配置されている。
　以上から、舎廊棟は主脈を受け止め、善香斎はその支脈からさらに西へ延びる支脈を受け止めている
ことがわかる。このような舎廊棟と善香斎の配置は、地脈に流れる気の力量の差によって序列的に配置
され、またそれぞれの建物の向きが決められたと考えられる。
　濃繍亭は、善香斎が受ける主脈から枝分かれした支脈頂上に位置している。韓国において亭子は、一
般的に眺望のよい所に配置され、その向きは様々である。しかし、昌徳宮の後苑に位置する亭子の内、
尾根頂上に位置する亭子のほとんど南面している。このことから、濃繍亭の向きは天子南向の原則に従
うものと考えられる。
　内棟は、舎廊棟と一棟をなし、障子を開けると内部空間が一つになる。この形は、韓国の一般的な上
流住宅では見られない特徴である。演慶堂のこのような内棟の配置は、舎廊棟が受け止める主脈を同時
に受けるようにするためと考えられる。
　上述した以外の建物である行廊棟や飯備間は、舎廊棟の建築線すなわちその平側・妻側に平行する形
で配置されている。さらに、舎廊棟と内棟の庭園を区切る塀や、舎廊棟北側の塀、飯備間の庭園を囲む
塀なども、それぞれ舎廊棟の建築線に従っている。一方、善香斎の東と南側の庭園を囲む塀は、善香斎
の平側・妻側にそれぞれ平行している。
　これらのことから、演慶堂の空間は、舎廊棟と善香斎がなすそれぞれの建築線に従って構成されてい
ることがわかる。つまり、舎廊棟と善香斎がそれぞれ異なる庭園の輪郭線を持って接合し、全体として
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演慶堂の空間を構成している。このような建物と庭園の関係は、韓国の庭園が整形的な構成をもつとい
う特徴につながるものと考えられる。
　演慶堂を構成する建物には、その柱の外面に板で作られた柱聯が掛かっている。対をなす柱聯はそこ
に書かれている詩句の内容に関連性をもち、押印・署名・平灰によって上聯・下聯に分けられ、上聯が
見る側から右側に、下聯は左倶1］に位置する。このような原則に従って考察した結果、柱聯には欠損や付
替えなどの乱れが見られた。このようなことから、調査時点以前の写真をもって分析し、造営当時の様
子により近い配置に換えた。
　舎廊棟に掛かる柱聯の内容は、王の国政、美しい宮殿、端麗な王の容姿、平和な国土などの，王を褒
め類えた頒辞が半分以上を占め、内棟では、治世・善政、豊かな国土、優れた人物、それを産み育てる
場などの内容の柱聯が大半である。善香斎は、勉強の心得、教育の心得、学屋の情景などを詠ったもの
が多く、濃繍亭は宴の楽しさ、人との交流、学者への戒めの柱聯が掛かっている。
　以上のことから、柱聯はそれぞれの建物がもつ性格を反映していることがわかる。すなわち、公的色
彩が強い空間の舎廊棟、やや公的性格の内棟、学問所である善香斎、宴遊の場である濃繍亭、それぞれ
の建物の性格が表されている。
　建物の内部空間と柱聯の関係は、舎廊大庁や内大庁、善香斎の大庁などの大庁の空間には統治への志
や頒辞、戒めなどの公式性格の柱聯が掛かることに対して、楼マル・楼タラクには風雅的性格を合わせ
持った柱聯が掛かる。オンドル房、すなわち舎廊房・寝房や、善香斎のオンドル房、内棟の越房では、
上述したように修養や人を産み育てる場などを記した柱聯が掛かり、オンドル房のより私的な性格を表
している。
　それに対して、王世子妃の空間である内棟には頒辞に加えて風雅や心掛けなど様々な柱聯が含まれて
いることが特徴的である。換言すれば、王世子の空間では王世子の様々な行為に対応する形で建物が建
てられているのに対して、王世子妃の空間ではそれらが一つの建物の内部空間に含まれていることがわ
かる。
　以上、各々の建物に掛かる柱聯は、その詩句の内容が建物の性格を反映し、またその建物を利用する
人々の社会的立場を表すものであり、さらには利用の実態をも思わせるものであった。
　舎廊棟の内部構成は、公的な性格をもっ空間の舎廊房・舎廊大庁・楼マルが一列をなし、私的な性格
をもつ寝房は舎廊房の後方に位置する。すなわちこの寝房は、舎廊大庁・舎廊房・楼マルの北側の柱が
なす軸線の北側に位置している。このことから、舎廊棟の内部空間は、前述の柱軸線によってその南側・
北側が公的・私的空間に2分されていることがわかる。また、舎廊棟に掛かる柱聯の内容の性格も、柱
軸線の南側が公的性格の頒辞・言志が掛かり、私的性格の長寿の祈願や学者の心得などのものは北側に
掛かっていることがわかる。
　上述の舎廊棟の内部空間を区分する柱軸線につながる形で庭面には北側が一段高い段が設けられてい
る。この段によって、舎廊棟周りの庭園は、段の北側と南側に2分されるようになる・舎廊棟の内部空
間が、前述した建物内部空間の柱軸線の南北でその性格を異にすることを考えれば・この段差は庭園の
性格や使い方を区切るものと言えよう。つまり、段の南側はより公的であり、北側はより私的な空間で
あると言える。そして、庭園から見るものの柱聯は、建物内部空間の性格を表すと同時に・庭園空間の
性格や使い方も反映していることがわかる。
　以上、建物内部空間の性格の違いが、段の形で庭園の構造的仕切りとして表われている実態は・庭園
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の地盤づくりの段階から、建物内部空間の構成も含めた計画上の仕組みが行われたといえる。
　舎廊棟前方の庭園には、踏石・階段・下馬石が置かれ、それらを囲む形で切り石の縁取りが施されて
いる。これは、下馬石が王世子が使うものであることを考えると、この縁取りは身分による空間的序列
を示すものと考えられる。
　上述の舎廊棟前方庭園の縁石のある空間の西辺には、花壇があり、そこに4個の石函に載った怪石が
置かれている。4個の怪石・石函がある花壇の南西側には、また花壇があり、そこに石函のない怪石が
一一… ﾎ据えられている。この2個の怪石の構成を、前述した舎廊棟近くの4個の怪石と比べると、後者が
石函に載っているのに対して、前者は地面に直接据えられている。こうした違いは、それらの前面に展
開する庭園空間の違いに対応するものと考えられる。これは、怪石の構成に見られる序列といえ、それ
らが置かれる庭園空間の序列に対応するものと考えられる。
　以上の怪石が配置されている中間的位置には花壇を設けず庭面に直接据えられた1個の石函・怪石が
見られる。これを舎廊棟近くの4個の怪石と、正秋門南側の2個の怪石を含めて考えると、切石で縁取
った壇上の石函・怪石、台石上の石函・怪石、切石で縁取った壇上の怪石の3種類が見られることにな
る。これらは、上位から下位の空間に向かって配置されてことになり、壇を含めた怪石の構成に見られ
る序列ということができる。
　台石をもって据えられた石函・怪石の構成と配置には、舎廊棟南東側の石池との関係も考えられる。
っまり、舎廊棟の南北方向の縦軸線に対して、それらはほぼ対称的な位置にある。それらは、いずれも
台石上に据えられている。
　上述した石池は、長陽門の東から北に矩折する中門間行廊棟の北に位置し、その棟の西側建築基壇線
と面を合わせている。石池の位置は前述したように、舎廊棟の南北方向の縦軸線を軸にして、正秋門手
前の石函・怪石とほぼ左右対称に置かれている。石池は、大体蓮を植えて観賞する。蓮は君子を象徴す
るもので、石池がここに位置するのは、善香斎が書見の場として儒学を勉強する空間であることを意味
すると思われる。これに対して．怪石は仙人が住む三神山を象徴するもので、不老長生の願いが込めら
れている。正秋門手前の石函・怪石は、舎廊棟内部の西側に私的な空間である寝房があることから、そ
れに符号する構成になっているといえる。
　舎廊棟の南・前方庭園には、舎廊房の間取りを構成する東側柱の延長線上にカエデが植えられている。
カエデは「楓哀」すなわち嘲廷」を意味するものであり、宮閾ではよく植えられたものである。演慶堂の
舎廊棟・南前方の縁石の外側に位置することは、そこに臣下が立ち並ぶことにつながるものと考えられ
る。
　善香斎は三間の大庁を中心に、その南北両側に同じ構成のオンドル房が設けられている。北側のオン
ドル房の前方すなわち碍敷き部分の北側は、その南側碑敷き部分より高く、碑の大きさも大きい。北側
のオンドル房床面は南側のオンドル房より15cm高く、より上位の空間であることを考え合わせると・建
物内部の空間の上下関係が軒内空間にも表われていると言える。
　善香斎の北と東には、花階があり、濃繍亭に至る階段が善香斎の北と東に設けられている。これらの
階段は、善香斎の妻側と平行する形で花階を横切っている。善香斎東北側の花階は曲線をなす構成で・
これは直線をなす韓国の一般的花階とは異なる。これに関しては、今後さらに検討する必要がある・
　この曲線をなす部分を除く花階の構成は、善香斎の東にある階段を境に、その北側は複雑に矩折し・
南側は一直線で構成されている。この構成に見られる直線は、善香斎の平側や妻側の建築線に平行する
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ことから、善香斎の影響を受けたものと思われる。
　濃繍亭は、板間一間の亭子に戸を設け室内を構成し、その四周に退マルを周らせた建物である。退マ
ルの縁には、南側と西側の階段部分を除いて欄干が回っている。それらの階段をみると、南側は西側よ
り一段高い段上に位置する。これは、この建物が南面していることにより、舎廊棟南前方の、切石で縁
取りした一郭のように、上位の空間を設定したものものと考えられる。
　内棟の南と西側には中間門行廊棟があり、内棟の大半は建物に囲まれている。これに対して舎廊棟を
中心とする空間は、大半が煉瓦塀に囲まれており、両者の囲障を比べると内棟の方がより閉鎖的である
と言える。
　内棟を中心にした空間には、舎廊棟東側の善香斎・濃繍亭のような書見・宴遊の場がない。これは、
内棟の大半が召使の住む行廊棟に囲まれていることを合わせ考えると、内棟を中心にした空聞は家事な
どの実用性を中心に構成されていると言える。
　内棟の構成をみると、楼タラク北倶ll柱がなすラインの北側に内棟の主だった機能をもつ空間が位置す
る。この段は、舎廊棟の楼マル東側庭園に設けられている段と比較できる。舎廊棟のその段は、庭園空
間を公的空間と私的空間に分けていた。それに対して、内棟の前述した段は、その北側に内棟の主だづ
た機能の内部空間が位置することから、段の北側が南側より上位の空間であることを示すものと思われ
る。
　内棟の庭園の植栽を見ると、舎廊棟と内棟を分離する塀に設けられている小門の西側にケヤキが植え
られている。そのケヤキは、小門の内棟倶1揃方に位置し、小門を遮蔽している。ケヤキは最高位の官僚
を象徴するものである。これは、中国・周時代の宮廷の庭に3本のエンジュを植え、朝廷の最高位官僚
である三公の席を示したことから由来したものである。このことから最高位官僚を椀位と呼ぶようにな
った。本来、三公樹はエンジュであるが、朝鮮時代にはエンジ＝とケヤキが同様の意味をもって植えら
れた。演慶堂の内棟の前述したケヤキは、舎廊棟に出入りする小門の前方に植えられていることから舎
廊棟の王世子を意識したものといえる。また、ケヤキはそれがもつ象徴性から内棟の王世子妃は、将来
王になる王世子に対して臣下であることを示すものと考えられる。
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第4章 霊岩宅
1．霊岩宅の沿革と立地
　霊岩宅は韓国中西部の忠清南道牙山市松岳面外岩里に位置する。外岩里には65戸の家があり1、この
集落は朝鮮時代の住宅の空間構成を色濃く残しているとされ、1978年に民俗保存村に、1988年には伝統
建造物保全地域として全国で6番目に指定された2。霊岩宅は1998年重要民俗資料として国家指定され
ている。
　外岩里に人々が住み始めたのは、朝鮮時代初頭（14C）とされる3。その後、朝鮮中期の明宗年間（1545～
1567年）、李堤（？～1546）一家の定住によりその一族が栄え、朝鮮時代末期には400戸に至るまで繁栄
したとされる4。
　外岩里は、北東に位置する風水上の祖山・雪華山（海抜441m）から南西にのびる尾根上の緩やかな斜
面に位置する。集落の東から西に流れる馴川は南境をなし、その川を挟んで南遠方には風水上の朝山・
廣徳山（海抜699m）が位置する（図4－1、写真4－1参照）。
図4－1．霊岩宅の風水局（著者の製作） 写真4－1．外岩里の周辺地形
　霊岩宅周辺の地形を見ると、前述した雪華山から南西にのびる尾根は、霊岩宅から北東1㎞ほど離れ
たところで二つに分かれ、それぞれ霊岩宅の北側と南側を限る形で馴川に向かって下がる（図4－2参
照）。この二つの尾根が、霊岩宅の風水上の左青龍・右白虎をなしている。霊岩宅は、上述の左青龍をな
す尾根から南西に枝分かれした尾根を主脈として背負う形で立地し、南西を向いている（図4－3参照）
霊岩宅の敷地は入郷祖・李班の6代孫・李束（1677～1727）の時に決められたとされる。李束は学者とし
て名高く、高位官職を歴任した。彼の号・魏巖は、集落の名称となり、後に、画数が少なく漢宇同音の
1牙山郡（1990）：『牙山外岩マウル保存方案学術調査研究報告書』、p．21
：藍雛懇r9朴鐘和（1988）、「欄庭園の原形に関する研究」、ソウル大学環境大学院附設環境計醐
　　　　究室、P．136
4前掲書、P．137
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外岩に変わり今日に至っている。李束の時、彼の学問を学ぶために各地から多くの弟子が集い、書院や
講堂、祠堂などが次々に建てられ、その当時の屋敷地は現在よりはるかに広かったとされる。
図4－2．霊岩宅の周辺地形（1：5000地形図を基に製作）
蓮擁
棋〉’：NL・’・
“く鞠㌔趣“一▲雪華山
　　　　ss．　“灘青龍
マ終．
図4－3．霊岩宅の立地（村の配置は『牙山外岩マウル保存方案学術調査研究報告書』（1990）から引用）
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　当主によれば、霊岩宅は現存する舎廊棟と内棟の建物は李束の13代孫・李相翼（1848～1897）によって
造成されたとされ、その時、すでに庭園には池があったとされる。また、同じく現存するアカマツの大
木・バショウなどもこの時の植栽とされる。その後、李相翼の孫・李用碕（1896～1980）の時に、舎廊棟
に長男の部屋が増築され、また庭園には亭子が建てられたとされる。また、池の形や、植栽に低木を加
えるなど、部分的に手を加えたとされる。なお、霊岩宅という名称は、李用碕が全羅南道霊岩郡の郡守
を歴任したことによる。
2．霊岩宅の構成と地形の関係
（1）屋敷の空間構成
　霊岩宅は集落を東西に貫く道路の北側に位置し、現在の大門はその道路から北に矩折した道から進入
するようになっている。この道の左手、大門の前方にはイチョウ（樹高：15m、根元直径：50cm）の大木
が見られ、前述の李用碕が植えたとされる（図4－4参照）
　イチョウは朝鮮時代の最高教育機関であった成均館の大聖殿5前庭をはじめ、祠廟の前庭や上流住宅の
入ロ付近でよく植栽される木で、地面に直植えされたものと、壇を造ってそこに植えられたものがある。
この壇は杏壇と呼ばれる。杏壇は、孔子が畿帷伍の林に遊び、杏の花咲く土壇に休息し、弟子が読書した
ところである。このことから、後に学問所・講堂を意味するようになった。このように霊岩宅入口にあ
るイチョウの大木は儒学と儒学者の存在を示していると考えられる。
　イチョウのすぐ北東側には水路があり、そこに架かる石橋を渡ると霊岩宅の現在の大門に至る。朝鮮
時代の上流住宅の大門前には、水路・池などの水に関わる施設がよく見られる。風水では、気は風に乗
れば散り、水に隔てられれば止まるとされていることから、それらは住宅が受ける気を止める役割を果
たすものと考えられる。
　大門前の南西端から地形は緩やかに下がり、その傾斜地には上述したイチョウから25mほど離れた所
に推定樹齢550年のケヤキがある。そこにはかって霊岩宅の大門があり、その内側には使用人が住む行
廊棟が建っていたとされる。
　これらのことから、霊岩宅の往時の空間構成は、ケヤキの大木近くに位置した大門をくぐり、行廊棟
を経て、イチョウがある中門をはさんで主人とその家族が住む空間がその上手に位置する構成であった
ことがわかる。
　現在の大門両翼には客人が泊まる下舎廊棟がある。下舎廊棟はかつて使用人が住んでいたが、30年前
に改造され、客窒として使われている。大門をくぐると庭園を介して正面には、主人が住む舎廊棟があ
り、舎廊棟の南東・南西には亭子が位置する。以上の建物は、下舎廊棟に連なる瓦葺き屋根をもつ塀に
よって囲まれ、舎廊棟を中心とした一つの領域を形成している。
　舎廊棟の後方には、正室が住む内棟があり、内棟の西には食べ物を貯蔵する倉庫が、その北には味噌・
醤油・漬物などが入っている壺が置かれる台がある。
　内棟の南には、祖母、育児や家事を手伝う使用人が住む下棟があり、その南東にはかつて精米などが
行われた小屋があったといわれ、現存する泉はその南隅に位置する。
5大成殿：孔子をはじめとする朝鮮時代の儒賢の位牌が置かれている祭閣。
日拶帷：黒いとばりを張ったように樹木の生い茂った林。
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下棟の北東には祭事が行われる祠堂が位置する。祠堂の南西には祭器や薪などを保管する倉庫がある。
祠堂の東南には、曾祖母や未婚の娘が住む別堂があり、現存する池は別堂の南東に位置したとされる。
以上の建物は、前述した瓦葺き屋根をもつ塀に連なる石垣によって囲まれ、内棟を中心とした領域を形
成している。
　このように舎廊棟領域には主人の住まいや客人が泊まる建物、亭子のような宴遊・憩いの場があり、
内棟領域には女性の住まいと家事の空間、そして祭事の空間がある。つまり、男女の空間は視線を遮る
塀で明確に区分され、各々の空間には様々な性格や用途の建物が集合されている。
　霊岩宅では内棟領域に先祖を祭る祠堂が含まれている。祠堂は男性によって祭事が行われることから
男性の空間とされ、また塀によって囲まれ、女性の接近は禁止されるのが一般的である。霊岩宅の場合、
祠堂は内棟領域にあるものの、内棟の背後に配置され、いつでも見られるものではない。また、内棟と
祠堂の間には段が造られており、内棟領域と祠堂を区分しようとする意識が見られる。
　庭園構成は、内棟の周りが広庭であり、既往研究の演慶堂・内棟領域と類似しているのに対して、舎
廊棟周りには多くの植栽があり、演慶堂とは大きく異なっている。これは、演慶堂では王子の様々な儀
式や宴などが行われ、庭園も儀式の場としての広庭であることが求められた7。それに対して霊岩宅舎廊
棟では儀式のほとんどが建物の中で行われ、庭園までは広がらない。従って、庭園はおもに鑑賞対象に
なることからこのような構成が展開したと判断される。
写真4－2．大門の全景（1994年撮影）
写真4－4．内棟の全景（1994年撮影）
一磯野“一
　　写真4－3．舎廊棟あ全景（1994年撮影）
写真4－5．祠堂（1994年撮影）
7張美蛾・藤井英二郎・李相都（2000）：「朝鮮時代の王宮・昌徳宮の演慶堂における庭園と建築の関係につい
　　　　て」、ランドスケープ研究63（5）、p．396
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擁4－4．霊岩宅の平面8
s霊岩宅の全体平面図は著者の1994年度実測及び製図によるものである。ただし、建物内部平面は『牙山外岩
マウル保存方案学術調査研究報告書』（1990）から引用した。
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（2）建物・庭園の配置と立地条件の関係
　霊岩宅の地形は、前述の雪華山からの尾根が霊岩宅の北東を囲む塀から2Gmほど北に離れたところで
小高い峰をなし、そこからの尾根が内：棟後方に流れている。主脈は、内棟を経て舎廊棟に向かって達し
ている（図4－5、図4－6参照）。
勢羅Hーイチョウ一　ケヤキ
舎廊棟の位置
小高い峰
図4－5．霊岩宅の立地の断面（図4－3のA－A「）
　祠堂周辺の地形をみると、その後方がその北側と東側より高く、北西側は地形がわずかながら窪んで
いる。このことから、祠堂は内棟が受ける南西に流れる主脈から、南東に枝分かれたわずかな高さをも
つ尾根に直行する形で、南東を向いて配置されていると判断される。すなわち、内棟と祠堂は別の尾根
を受け止めることによって向きが異なっていることがわかる。
　舎廊棟基壇の下部は、北西から南東に1mほど低くなっている。また舎廊棟平側の北西側地盤を見る
と、建物中央よりやや西側に位置する舎廊房背後がもっとも高い。つまり、舎廊棟は前述の内棟が受け
た主脈の流れを舎廊房が受け止めるように配置されていると判断される。
　霊岩宅では主脈を舎廊棟・内棟ともに房で受け止めている。演慶堂では大庁が主脈を背負う形で建物
が配置されている9。臨清閣や船橋荘などの代表的な上流住宅でも大庁が尾根を受け止めている。これは、
冠婚葬祭の儀式が舎廊大庁や内大庁を中心に行われることによって大庁空間が非常に重要視されたこと
を物語っている。霊岩宅のそのような配置は、大庁空間より房を優先していることであるeその理由と
しては、霊岩宅が宗家ではないため、一一一　twの行事が行われないことに関わりがあると考えられる。
　大門の地盤はその周辺より高い。つまり、大門は尾根の流れに直行する形で配置されていると判断さ
れる。このことによって大門は舎廊棟とは異なる向きになっている。
　下棟は、内棟前方の庭園の南東側を限る形で配置され、北西を向いている。下棟と舎廊棟の間には中
門があり、下棟はその中門を挟んで舎廊棟と連なる形で直角に配置されている。つまり、下棟の向きは
内棟ではなく舎廊棟によって決められていることがわかる。
9張美嬢・藤井英二郎・李相都（2000）：f朝鮮時代の王宮・昌徳宮の演慶堂における庭園と建築の関係について」、
　　　　ランドスケープ研究63（5）、pp．　394・－395
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図4－6．霊岩宅の地盤（図中の数字は舎廊棟前方の庭面との比高）
3．建物の内部空間構成と柱聯
（1）舎廊棟の内部空間構成と柱聯
　舎廊棟の内部構成は、大きく主人の空間と長男の空間に分けられる（図4－7参照）。この二つの空間
は接客・部屋への進入部である舎廊大庁によってつながっている。
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図4－7．舎廊棟の平面と柱聯（建物内部平面は『牙山外岩マウル保存方案学術調査研究報告書』
　　　　　　　　　　　　　（1990）を基に実測後一部加筆）
　舎廊棟の北西側から、読書・憩いの場である楼マル、その隣には主人の居処・大舎廊房が位置する。
それぞれの空間には物置場である壁蔵・傍房が付属する。大舎廊房の前後面、北東と南西には用人室で
ある守庁房がある。
　長男の居処・小舎廊房は上述の大舎廊房の南東側にあり、物置場である壁蔵が北東面に付設されてい
る。小舎廊房の北東側には、読書・憩いの場である退マルが庭園にやや張り出した形で位置する。これ
と同じ機能をもつ主人の空間の楼マルと比較すると、主人の楼マルの床面が60cmほど高く、また壁のあ
る部屋になっている。それに対して。長男の空間の退マルは壁がなく欄干が回らしており、その面積も
楼マルより狭い。これらのことから、長男の読書・憩いの場である退マルは、主人の楼マルより高さや
面積、建物構造において、省略化された形になっていることがわかる。このことには、主人と長男とい
56
う家族序列に意識が現われているといえる。
　舎廊棟は庭園底面より90cmほど高い基壇上に位置し、基壇には階段が3ヶ所設けられている。
そこには三つの踏石がある。踏石は、舎廊棟の南西側すなわち大舎廊房と舎廊大庁の前方に一っずつ置
かれ、また舎廊棟の南東側すなわち小舎廊房の前方に一つが位置している。一般的に踏石は部屋の正面
に配置されることから考えると、大舎廊房・舎廊大庁は同じ向きの南西向であり、小舎廊房は南東向で
あることがわかる。このように、大舎廊房・舎廊大庁、小舎廊房がその向きが異なうている。
　このなかで、舎廊大庁の前のものは高さ40cmで一一ts高く、また加工も巧みである。
他の二つは高さ30cmほどである。一般的に踏石が部屋の正面に配置されることから、主人と長男の部屋
の向きが異なっていることがわかる。
　上流住宅では、主人の空間と長男の空間が一棟に位置する場合、長男の部屋はほとんどが一間である。
霊岩宅のように、長男の部屋が主人の部屋と同じく2間である場合は、主入の部屋と鍵の手の形で位置
し、大棟が直交されるのがほとんどである。一棟に主人の部屋と同じ面積をもっている部屋は、客室の
場合がもっとも多い。このことから、霊岩宅の長男の部屋は客室の機能も合わせ持った部屋であると考
えられる。
　舎廊棟には、30個の柱聯が掛けられている。それらは庭園に面する外柱・内柱・隅柱に掛けられ、大
舎廊房の北西側一間の後面、楼マルの後面には柱聯がない（図4－7参照）。柱聯は内柱に1個つつ、隅
柱に2個づっ掛けられ、外柱には建物正面側に1個つつ、退マルに位置する外柱には側面にも掛けられ
ている。
　柱聯は対聯と呼ばれるように対をなす特徴がある。具体的に、詩句の文字数が同じであり、文の構造
すなわち品詞が同じで、平灰が合一する。また、対の上聯と下聯の内容に関連性がある。上聯と下聯は
同一人物によって書かれるため、書体と筆跡は同じである。
　以上のことに従って、霊岩宅の舎廊棟の柱聯を分析すると、対をなす柱聯は7対が見られる（表4－1
参照）。それらは、3・4、10・11、14・15、16・17、18・20、21・22、29・30である（柱聯には便利的に
番号を付した）。
　3と4は楼マルの南西側前面に掛かれ、その内容は長寿と幸福への祈願である。この内容は内向きの
性格を持っており、前述のように読書や憩いなどの主人の私的空間である楼マルの空間性格を表してい
ると考えれる。
　10・11は舎廊大庁の南西側内柱に掛かれ、その内容は安否の知らせに関する社交的なものであり、表
向きの性格を持っている。舎廊大庁は、接客などが行われる公的場であり、柱聯はそのような空間性格
を表している。
　14・15、16・17は小舎廊房の南東側前面の外柱・内柱に掛かれている。その内容は、生活への戒めや、
学問への心構えなどであり、小舎廊房に住む長男の姿勢に関する表向きの性格をもっている。
　18・20、21・22は、その内容が風雅であり、内向きの性格を持っている。それらの位置は、18・20が舎
廊大庁南西側前面の外柱の側面であり、21・22は小舎廊房南西側外柱の側面に掛かれている。これらは
いずれも外柱の側面に掛かれている。18と20は後述する内棟の柱聯2から考えると、18が上の句、20
が下の句に該当する。これらを大舎廊房南西側退マルから見ると、18が右側に、20が左側に位置するよ
うになっている。21と22は、舎廊棟の柱聯27から考えると、21が上の句、22が下の句に該当する。
これらを小舎廊房の南東側退マルから見ると21が右側に、22が左側に位置するようになる。
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　以上から外柱の側面に掛かっている柱聯は、縁側を移動するときの、動線を意識した配置と考えられ
る。29と30は舎廊大庁の後面に掛かり、その内容は風景や隠居を詠った内向き性格を持っているもので
ある。
　以上で考察した柱聯以外のものについては、対の判断ができないことから今回の検討から外すことに
する。
写真4－6．舎廊棟前面に掛かる柱聯
　　　（1994年撮影）
写箕4－8．舎廊棟の楼マルの柱に掛かる柱聯
　　　　　　（1994年撮影）
写真4－7． 舎廊棟の外柱の側面に掛かる柱聯
　　（1994年撮影）
写真4－9．舎廊棟の舎廊房の内柱に掛かる柱聯
　　　　　　　（1994年撮影）
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表4－1．舎廊棟の柱聯の分析
柱聯
ﾔ号 柱聯の字句
文字数
文字の特徴 平灰 内容 品詞 1内容の分類
書体筆跡 意味 性格
1 一動天下君雄事
S忍堂中有太和
14行書 一 上聯ｺ聯
天下の一動nは君と雄のお
ｱないであり、百忍堂2〕の
?ﾍ太和である。
一　　家の平安 頒辞
2 楳蘭松竹蓉花秋月 8 隷書 一 不合 春の梅蘭、冬の松竹、夏の∠uの花、秋の月。 一
四季の風情
?yしむ
風雅
3 延年益寿安養3〕清福 8 隷書 不合 長生き、極楽浄土、幸福。 長寿と幸福 祈願
4 富貴長楽4撫量永實51 8 隷書 同 不合 富貴、楽しみ長く、限りな｢寿命
同 長寿と幸福 祈願
5
知要守約6〕察病加薬7） 8 楷書 不合 要を見分けて要を押さえる
ｱとは、病気を察してから
??ﾁえることである。
一 生活への@戒め
訓辞
6 義理昭著第一法門 8 楷書 不合 義理をはっきりあらわすこﾆは、第一の法門である。 一
生活への
@戒め
訓辞
7 収拾身心保惜精神 8 借書 同 下聯 心身を収拾し、精神をやす
?ｶ大切にするべし 一
生活への
@戒め
訓辞
8
學有所据切間近思島｝ 8 槽書 下聯 学（ガク）というのは切（セ
c）に問いで近く思うところ
ﾉ、据え置くべきである．
一 学問へのS構え
訓辞
9 拾9）學之要先立其大 8 楷書 不合 拾學の要は、先にその大義?ｧてることである。
一　　学問への
@　　　心構え
訓辞
10毎日報竹平安1°｝ 6 行書 不合 毎日竹の平安を報じる、 1手紙を出す 社交
11 経年問松消息 6 行書 同 不合 年を経て、松11〕の消息を問
､．
同 機嫌を伺う 社交
12更有琴書消憂12） 6 行書 不合 更に琴書ありて、憂いが消
ｦる。
自楽 風雅
13病錐在己薬不外求 8 楷書 上聯 己にやまいあるといえと
焉A外で薬を求めざるべ
生活への
@戒め
訓辞
14念慮13）散乱治以主一 8 楷書 不合 思いが散乱したときは、主一団をもって治すべし。 生活への
@戒め
訓辞
15検束不厳治以狩荘 8 楷書 同 下聯 検束151が厳しくないとき
ﾍ、衿荘16｝をもって治すべ
ｵ。
同 生活への
@戒め
訓辞
16知欲為病治以循理 8 楷書 不合 知の欲張りによるやまい
ﾍ、循理17〕をもって治すべ
生活への
@戒め
訓辞
17知獺19）為病治以勤篤 8 楷書 不合 知のおこたるによるやまい
ﾍ、勤篤ユ9〕をもって治すべ
ｵ。
生活への
@戒め
訓辞
18馬騰紅稲　　　　　　　恒 同 上聯 馬騰には、稲が紅色であ 同 秋の風景 風雅
20麟谷黄鳥　　　　　　　14簿 不合 麟谷のウグイス 春の風景 風雅
19徳2ω嶺返照 4 行書 19と
Q6同
不合 廣徳山の嶺に映る夕焼け。 19と26同夕方の風景 風雅
21月潭垂繍 4 行書 21、
Q2、
Q7同
不合 月潭2nに釣り糸を垂れる。 　21，
Q2，27同
隠居 風雅
22碧渓濯繧22） 4徳 上聯 碧渓に冠の紐を洗う。 隠居 風雅23華331寄朝霞24〕 4 行劃同 下聯 雪華山の朝焼け。 一 朝の風：景 風雅24華零朝霞？却夕姻 8 行書 下聯 雪華山には朝焼け、？却に
ﾍ夕煙．
24、26、
@27同
朝夕の風景 風雅
25詩句ではなく長い文章の
圏
26雪峨初日25｝徳嶺返照25｝8 行書 一 不合 雪峨山の日の出、廣徳山の[焼け。
朝夕の風景 風雅
27月潭垂論碧渓濯縷 8 行書 21、
Q2、
Q7同
不合 月潭に釣り糸を垂れ、碧渓
ﾉ冠の紐を洗う。
　24，
Q6，27同 隠居 風雅
28宜子孫位玉卿相　　　　　i7行書 一 下聯 子孫は卿相に立っ。 一　1　立身 祈願29不堪持贈271君　　　　　15 同 下聯 君に贈ることはできない。 一　】　隠居 風雅
莱30嶺上　白雲　　　　　　　5讐 不合 嶺上には白い雲が　い ＝「 山の風景
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注）
1）一動：一たび（同時）動く。
2）百忍：百の忍耐。　『資治通鑑、唐紀、高宗麟徳三年』　「寿張人張公芸九世同居、齊階唐皆施表其門、
　　上過寿張幸、其宅問所以能共居之、故公芸書忍字百余以進、上善之、賜以？島」
3）安養：（仏）極楽浄土。浄土に住めば心を安んじ身を養ってNすみやかに仏に等しい
　　知徳を得るからいう。
4）長楽：長く楽しむ。楽しみを増やす。
5）ee　：身体
6）守約：物事の要所・要点を押さえる。
7）法門：南門を言う。転じて、天子・諸侯は南面して治めるから法令の出入する所をいう。
8）切間近思：まだ理解しないことをねんごろに問いただし、すべての事を身近な問題として考え思う。
　　修養上の大切な工夫とされる。『論語、子張』
9）拾：打っ、むちうつ。
10）毎日報竹平安；家から平安を報ずる手紙の来る喩．童子寺の僧が竹の平安を報じた故事に本つく。
　　　『酉陽雑姐、続集、支植下』　「北都惟童子寺、有竹一？、纏長数尺、相伝、其寺綱維、
　　毎日報竹平安j
l1）松：①まっ。②めでたい讐。松樹が長生して、その葉が色を変えないところから笛操、長寿、
　　繁茂などの讐。
12）琴：書消憂：『陶潜、帰去来辞』　「悦親戚之情話、楽琴書以消憂」
13）念慮：おもい、おもんぱかる。
14）主一：一心で他念を雑えぬ。
15）検束：行を慎み性情をひきしめて放縦にしない。自ら我が身をひきしめる。
16）持荘：つっしみ深く厳かなこと。行儀正しいこと。
17）循理：道理に従う。
18＞獺：物憂い、怠る。
19）勤篤：つとめて手厚くするaつとめてゆるがせにしない。『顔氏家訓、雑芸』　「王粛葛洪陶侃之徒x
　　不許日観手執、此並勤篤之志也」
20）徳：外岩里の朝山である廣徳山をさしていると考えられる。
21）月潭：『酵能、贈隠者詩』　「月潭雲陰断、山葉雨声斎」
22）濯繧：冠の紐を洗う。世俗の外に超然としているさまをいうe
23）華：雪華山をさすと考えれれる。
24）朝霞：朝焼け、霞は赤い雲気．
25）初口：あさひ、日の出。
26）返照：反照。夕日の光が西に入って反射すること。ゆうひやけ、夕日影。
27）持贈：持って行って贈る。手渡しに進上する。『陶弘景、詔問山中何所有賦詩以答詩』　「山中何所有、
　　嶺上多白雲、只可自恰悦、不堪持贈君」
（2）下舎廊棟と亭子の内部空間構成と柱聯
　下舎廊棟は、前述のように大門の両脇に連なり、両脇に3問ずっオンドル房が設けられ、それらの前
面・北東側には退マルがある（図4－8参照）
　下舎廊棟には、8個の柱聯が掛かれ、それらには5・7言の詩句が書かれている。そのなかで、柱聯1
～4は文字数と書体・筆跡が同じであるが、品詞が異なっている。5・8、6・7は、それぞれ同一文宇数
ではあるが、筆跡が異なり、また品詞も異なる。これらのことから、下舎廊棟に掛かる柱聯は対をなす
ものがないと判断される。
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富
貝族安養福
オンドル房
琴書四十年
磁Lr1r：r’rr9大門』
幾作山中 弍日茅棟成
オンドル房
山中何所有
※柱聯7のO印は判読できないもの。
図4－8．下舎廊棟の平面と柱聯（建物内部平面は『牙山外岩マウル保存方案学術調査研究報告書』を
基に1994年実測後一部加筆）
表4－2．下舎廊棟の柱聯の分析
柱聯
ﾔ口 柱聯の宇句
文字 文字の特徴 平灰 内容 品詞 内容の分類
書体 筆跡 意味 性格
1 山中何所有D 5 隷書 同 上聯 山の中には、どういうものがあるのか 一 隠居 風流
2 弍日2）茅棟成 5 隷…書 不合 ある日、茅棟5）を成し。 一 隠居 風流
3 幾作山中宕 5 隷書 上聯 山の中に宕4）をいくつか作り。 一 隠居 風流
4 琴書5）四十年 5 隷書 下聯 琴と書で四十6）年 一 隠居 風流
5 参星来相7〕照 5 草書 一 上聯 参星菖）が現れて七月を照りかがやす。 一 豊年への祈願 祈願
6 好竹皆帥當要愛生 7 行書 一 上聯 竹1ωを好むことは、人生を愛することであろう。 一 隠居 風流
7 石田11｝春雨12｝稚人 7 行書
8 富貴安養福 5 草書 一 不合 富貴、そして極楽浄土でくらすような幸福。 一 幸福への願望 祈願
注）
1）『陶弘景、詔問山中何所有賦詩以答詩』「山中何所有、嶺上多白雲、只可自恰悦、不堪持贈君e」
2）弍日：ある日。
3）茅棟：茅葺きの楓『杜甫、紫門詩』「茅棟蓋一鉢、清池有除花。」
4）宕：あけひろげた家。『説文』「宕、一日、洞屋」、『殺玉裁、説文解字注』「洞屋、謂通逼之屋、四囲無障蔽也」
5）琴書：琴と書籍。弾琴と読書。共に風流なもの。
6）四十：知ることが明らかにしてまどわず。『論語、為政』「三十而立、四十而不惑」
7）参星：星宿の名。春から夏にかけて西方に現れる星。オリオン座の中央部分の三つの星をさす。唐鋤星、その形が唐鋤に
似ているからいう。
8）皆：あまねし（遍＞
9）石田：石の多い田地。耕作の出来ない田地。転じて物の用を為さない喩。
10）春雨：春のあめ。『荘子、外物』「春雨日時、草木怒生」
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　柱聯の内容は、大門の南東側のものの場合、山中に住まいを定めて琴と書で過ごすという風雅的な生
活を詠ったものである。大門の北西側に掛かる柱聯は、豊作や幸福への願いや、竹を愛し静かに暮らす
という内容である。下舎廊棟の柱聯は、舎廊棟で見られた訓辞の内容をもつ柱聯がなく、風雅と祈願の
みである。
　亭子は前述のように舎廊棟の南西と東にあり、いずれも一間の面積を持っている（図4－9参照））。南
西の亭子は角柱で建てられ、庭園の北西を囲む塀に面して欄干が設けられている。床面は地面から50cm
ほどの高さをもち、亭子の前面・南東側には踏石があり、亭子は南東側を向いている。この亭子の屋根
は現在スレート葺きであるが、かつでは藁葺きの茅亭であったとされる。
　南西側亭子には2個の柱聯が掛かっている。その位置は踏石がある前面のみであり、亭子に入る際に
見るようになっている（図4－9参照）。柱聯はいずれも8言であるが、筆跡と品詞が異なるため、対を
なさないと判断される。内容は、読書の必要性を述べたものと、花咲いた庭園から聞こえる人々の声な
どの内容であり、家族の様子を述べている。
　舎廊棟の東側亭子は丸柱で建てられ、屋根は瓦葺きであり、南西側亭子で見られる欄干や踏石が見当
たらない（図4－9参照）。東側亭子は、床面が南西側亭子より20cmほど高く、亭子の内部に座ると周辺
の庭園を見下ろすようになっている。
　東側亭子には3個の柱聯がある。それらの位置は、柱の内側に掛けられ、亭子の内部から見るように
なっている。この亭子の柱は白木であり、柱聯の裏面が柱の曲がり具合に合わせて削られていることか
ら、亭子の建立当初から柱に合わせて作られたことと考えられる。
　東側亭子に掛かる柱聯は、1・2が4言で、書体・筆跡・晶詞が同じである。しかし、柱聯1「騙却夕煙」
は、舎廊棟の柱聯を見ると「華嶺朝霞」と一句になっており、柱聯2の「雪峨初日」は「徳嶺返照」と
一一．一一蛯ﾉなっていることから、柱聯1と2は対聯をなさないと判断される（図10、表3－2）。柱聯の内容は、
霊岩宅周辺の自然風景を述べた風雅的なものであり、亭子①の柱聯の内容、読書・家庭内での様子など
を詠ったものと異なることがわかる。
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○ も8
孕うヒ②
圏
図4－9．亭子の平面と柱聯（図面は著者の1994年実測及び製図によるもの）
表4－3．南西側亭子の柱聯の分析
柱聯
ﾔ号
文字の特徴 内容 品詞 内容の分類@意味 性格柱聯の字句
文字
書体 筆跡 平灰
1 詩味清如水養魚 8 行書 　 下聯 1の味は清い、魚を養う水の如く。 一 読書の必要性 訓辞
2 如鮮P笑遍多 8 行書 一 下聯 花は華やかな笑いの如く、遍く多くの声。 一 家の平和な風景 風雅
注1）鮮：あざやか、はなやか、汚れがない、善い。
表4－4，東側亭子の柱聯の分析
文字の特徴 内容の分類柱聯
ﾔ号 柱聯の字句
文宇
書体 筆跡 平灰 内容 品詞 意味 性格
1 駅却夕姻 4 行書 下聯 細却には夕煙。 一 夕方の風景 風雅
2 雪峨初日 4 行書 同 上聯 雪峨山の日の出。 一 朝の風景 風雅
3 蓑々芳草春緑 6 行書 一 下聯 芳草が茂る春の緑。 一 春の風情 風雅
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写真4－10．北東側亭子の全景（1995年撮影） 写真4－11．南西側亭子の全景
　　　　　（1995撮影）
（3）内棟・下棟の内部空間構成と柱聯
　内棟の内部構成は大きくオンドル房と大庁、台所に分けられている。台所は南西隅に位置し、その隣
北東には正室が住む内房が、またその隣には嫁が住む上房、物置場・傍房がある。そこから短折した形
で内大庁があり、姑が住む越房が位置している。越房の南前方には半間ほどの楼マルが、内大庁より40
cmほど高く敷設されている。
　内棟でもっとも広い面積を持っているのは、台所と大庁である。このことは大庁で冠婚葬祭の行事が
おこなわれ、また台所では内棟の主な役割である家事を担当しているからであると思われる。
内棟の柱聯は4個掛けられている。それらは、越房の前方楼マルの外柱に2個、内大庁の南東側一間の
外柱に掛けられている。柱聯は、書体・筆跡・品詞などから判断して対をなすものがない。内容は、す
べてが風雅的なものである。前述の楼マルに掛かる柱聯の内容は、舎廊棟で見られた詩句である。これ
は、舎廊棟の宴遊的要素が楼マルに入っていることと考えられる。
　内棟の南には下棟がある。その内部構成は、三代祖母、または幼児や乳母の部屋である下房が北東に
位置し、その隣南西には家事を手伝う召使いが住む門間房がある。下棟には7個の柱聯がある。それら
には、7言・8言の詩句が書かれ、書体や筆跡、品詞から判断して対をなすものは見当たらない。詩句
の内容は、柱聯1～6までが、舎廊棟で見られたものであり、風雅と祈願に関するものである。柱聯7
は、その詩句「階上尭樽傾北斗」が、内棟の柱聯3の詩句「楼前舜楽動南薫」と対をなしており、柱聯
7は掛け直された可能性が高い。
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壼台
　　　　　　　　　　5m
図4－10．内棟の平面と柱聯（建物内部平面は『牙山外岩マウル保存方案学術調査研究報告書』
　　　　　　　　　　　　　（1990）を基に1994年実測後一部加筆）
表4－5．内棟の柱聯の分析
文字の特徴 内容 品詞 内容の分類@意味 性格柱聯ﾔ号 柱聯の字句
文字
書体 筆跡 平灰
1 雪峨初日徳嶺返照 8 行書 一 不合 雪峨山の日の出、廣徳山の夕焼け。 一
朝夕の風景 風雅
2 鴨騰紅稲麟谷黄鳥 8 行書 一 不合 ．，騰には紅色の稲、麟谷にはウグイス。 一 周りの風景 風雅
3 前舜楽動南薫P 7 草書 一 下聯 前には舜の音楽、南風がふいてくる。 一 風情
風雅
4 只可自恰悦訓 5 隷書 一 不合 自ら悦べる。 一
自楽 風雅
苧）献南風之薫の輔風は温和で生物を育てる風夏のm．　SEEsg．大同殿生玉芝云云詩』「晒上尭樽傾北斗櫛舜
2）灘鮎r陶弘景調山中何所有鰭麟』仙中何所有韻上多醸只可轍、不堪持輌
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図4．．11．下棟の鞭と欄柱聯健撚部平面はr牙山外岩マウル保存方案学欄査研究報告割
　　　　　　　　　　　　　　（1990）を基に1994年実測後一部加筆）
表4－6，下棟の柱聯の分析
文字の特徴 平灰　　　　　　　　内容 品詞
内容の分　　　　　　性格　意味
柱聯
ﾔ号 柱聯の字句
文字
書体 筆跡
1 雪峨初日徳嶺返照 8 行書 一 不合 雪峨山の日の出、廣徳山の夕焼け。 一
朝夕の風　　風雅
2 馬騰紅稲麟谷黄鳥 8 行書 一 不合 馬騰には紅色の稲、麟谷にはウグイス。 一
周りの風　　風雅
3 楼前舜楽動南薫P 7 草書 一 下聯 楼前には舜の音楽、南風がふいてくる。 一
風情　　風雅
4 只可自恰悦2｝ 5 隷書 一 不合 自ら悦べる。 一
自楽　　風雅
撫、南風之薫の繭風は温和で生物を育てる風夏嘱r礁大同殿生玉芝云云詩』「晒上尭樽傾北斗・楼前醐南
2胴自認悦、r陶弘賊耕イ可所鱒以答詩』「山中何所有靴多白雲、只可自翫不麟貝曽君」
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4，庭園構成
（1）舎廊棟を中心とした空間
1）李相翼（1848～1897年）の時の庭園
　庭園は住宅を建造した13代孫・李相翼によってその大様が造成された。13代目は11代目が亡くなっ
た後、12代目もまもなく死んでしまい、多くの家族を養うことになった。それで、敷地を広げ、祠堂を
はじめとする建物を新築したeこの時には、舎廊棟の北西側と北側の小門を除く、舎廊棟領域を囲む塀
のほとんどが造られた（図4－12参照）。また、舎廊棟前方の西側に築山を築き、その南東の池は方池
に近い形を造った。
　庭園植栽は、舎廊棟前方庭園に根元直径35～45cm（1994年現在）になっているアカマツ4本を植え、そ
の北西には根元直径30～40cm（1994年現在）になるコノテガシワを4本、またその南には現在根元直径3
0～40cmになるビャクシン2本を植えた。李相翼は樹種を場所によって植え分けた。これ以外に、池の
北東側の小高い一郭には現在根元直径30～50cmのアカマツ8本と50～60cmほどのカエデ2本をぼぼ塀
に沿う形で植えた。
　以上のように、李相翼の時の舎廊棟庭園空間は、舎廊棟前方と池の北東側小高い一郭に大きく分けら
れる。さらに、舎廊棟前方空間は樹種によって考えるとき、舎廊棟前方とその北西側、南東側に細分さ
れることがわかるe
　このように、李相翼の時の舎廊棟前方庭園には多くの植栽が見られる。これは、既往の研究・演慶堂
や、代表的な上流住宅である臨清閣と船橋荘などの舎廊棟庭園で見られる広庭とは大きく異なる。これ
は、李相翼が養子であり、男性の兄弟がいなかったため、先祖を敬う祭事は一人で行うことになり、従
って祭事は舎廊大庁で充分行え、庭園までは利用しなかったことによると考えられる。
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　　　　　図4－1　2．李相翼（1848’v1897）の時の舎廊棟の庭園構成
表4－7．李相翼（1848　’v1897）の時の舎廊棟の庭園の樹種と1994年調査時の形状
番号 樹種 樹高（m） 根元直径（cm）
1 コノテガシワ 3．5 40
2 ” 7．0 35
3 〃 10．0 35
4 〃 3．6 30
5 アカマツ 6．O 40
6 ’∬ 10 45
7 〃 3．5 36
8 ” 2．5 50
9 ビヤクシン 2．5 30
10 ビヤクシン 4．0 46
11 アカマツ 8．0 30
｛2 ” 8．0 50
13 〃 8．0 50
14 ” 8．O 50
15 〃 8．0 50
16 ” 5．0 30
17 力工デ 7．0 50
18 〃 aO 60
19 アカマツ 8．O 50
20 ” 6．0 30
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2）李用碕（1896～1980年）の時の庭園
　李用碕（1896～1980）は、前述したように舎廊棟の長男の部屋を増築し、使用人が住んでいた建物を客
人が泊まる下舎廊棟に改造した。また、庭園には亭子を建て、池を自然形に近い形に変え、多くの樹木
や怪石、壇などを造り、現在の姿に変えた。
図4－1・3．李用碕（1896～1980）の時の舎廊棟の庭園構成1°
　舎廊棟南東側一郭には、元の地形を利用して、池を含む一段高い壇を造った。これによって、庭園空
間は大きく壇上と壇下に2分されることになる。
　舎廊棟前方には、基壇と平行する形で高さ1mほどのチョウセンヒメツゲの生垣がある。これは舎廊
棟の基壇前面からわずか1m離れたところに植栽され、舎廊棟前方は非常に狭くなり、人が集まる場所
がない。一般的に舎廊棟前方の庭は祭事などの行事のとき、人々が集まる場所である。霊岩宅は造成当
初から宗家ではなく、また8代目は養子であり、祭事などの行事が大規模に行われることはないことか
ら、舎廊棟の公的な性格がうすくなり、私的な空間が強い意味をもつことになったことで生垣が付加さ
れたと考えられる。
1° }面は著者の1994年度実測及び製図によるものである。ただし、舎廊棟内部平面は『牙山外岩マウル保存
　　　　方案学術調査研究報告書』（1990）を基に1994年実測後一部加筆した。
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舎廊棟・下舎廊棟の近くにそれぞれ高さ1mほどのチョウセンヒメツゲの生垣が造られた。この二つ
の生垣の問の庭園には、既存のアカマツに加えカエデ・アカマツ・ビャクシンなどの樹木が補植された。
表4－8．舎廊棟の庭園の常緑樹と1994年調査時の形状表4－9．舎廊棟の庭園の落葉樹と1994年調査時の形状似　　　　り・　τ調’叫1不　　’菖出ロ＝　　叩隔》鮮11　　　　　　－「剛
番号 樹種 樹高（m） 根元直径（。m） 番号 樹種 樹高（m） 根元直径（。m）
1 コノテガシワ 7．0 40 1 サケラ 5ρ 20
2 ” 10 35 2 サンシュユ 5．0 16
3 〃 了o 24 3 力工デ 8．O 60
4 〃 7．0 20
5 アカマツ 7．o 44 4 ” 5つ 30
6 ビャクシン 2．5 30 5 マユミ 8．0 46
7 〃 4．0 46 6 力工デ 3．5 16
8 〃 6ρ 20 7 サルスベリ 5．0 16
9 コノテガシワ 5．0 24 8 力工デ 3而 20
10 ” 8．0 26 9 〃 1．5 16
11 アカマツ a．0 50 3．5 1010
12 ビャクシン 2．5 24
13 アカマツ 5ρ 20 11 サルスベリ
6．0 20
14 〃 5．O 26 12 力工デ 7．0 50
15 コノテガシワ 3．5 24 13 〃 2．5 10
16 ピャクシン 2．5 10 14 サクラ 6．0 60
17 アカマツ 3．5 36 15 力工デ 3．5 10
18 コノテガシワ 8．5 24 16 モクレン 4．0 14
19 〃 2．0 20 10
10
」7
20 アカマツ 2．5
21 ビヤウシン 3．5 10 18 ” 5．0 16
22 ” 3ゐ 16 19 ナツメ 2．5 10
23 ツゲ 1皿 一 20 サンシュユ 5．0 24
24 アカマツ 2．5 10 21 ノウゼンカツラ 一 40
25 ビヤクシン 1．7 8 22 カンボク 一 騨
26 イブキ 2．0 之0 23 力工デ 8．0 36
27 アカマツ 2．5 20
一2428 〃 2．5
29 イブキ 3．0 20 25 サルスベリ 07 24
30 ビャクシン 3．5 14 26 ノウゼンカツラ 　
31 アカマツ 8．O 30 27 ライラク 3．o 14
32 〃 8．0 50 28 ハナズオウ 2．o 14
33 ” 7．0 50 29 力工デ 60 30
34 〃 5』 30
35 〃 8．0 30
36 〃 8．0 50
37 ” 8．0 60
38 ” 6』 40
39 コノテガシワ 3．O 10
40 ビヤケシン 6．0 24
41 コノテガシワ 3．0 14
42 イプキ 15 一
43 アカマツ ao 30
44 丑ミノキ 15 36
45 イプキ 乱5 14
46 ” 3．5 10
47 ツゲ 1．o 一
48 〃 to 一
49 〃 佃 一
50 ” 1．O 一
51 〃 1．o 一
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　舎廊棟前方には上述の生垣に隣接して石組で縁取られた高さ25cmほどの築山が造られた。その位置は、
主人の空間である大舎廊房の北西側一間の延長線である。この築山を中心にその北西と南東の樹木を見
ると、北西側にはモクレン・タマイブキ・サンシュユなどであり、南東側には主にカエデがある。この
ように、築山を中心に北西側と南東側の樹種が異なっていることは、それらが位置する庭園空間が異な
っていることを意味すると言える。そして、この築山は空間を区分する役割を果たしていると考えられ
る。
　舎廊棟西側と南東側には前述の亭子がある。段上の小高いところには風雅的性格の亭子が位置し、段
下のコノテガシワ植栽群があるところには個人的性格の亭子が位置する。
　下舎廊棟の前方庭園は、大門右側の下舎廊棟前方から一段高い一郭までの距離が短く窮屈な空間にな
っている。それに対して、大門左側下舎廊棟の前方庭園は生垣までの距離にゆとりが見られる。これら
のことから、大門左側下舎廊棟が右側下舎廊棟より上位の空間であると言える。
　大門前面には、既存のアカマツ大木の枝下に、高さ40cmほどの石柱に支えられた盤石を据えた。朝鮮
時代の絵画を見ると、松と石を画材にしたものが多く、この絵は松石図と呼ばれた11。この松石図は長寿
と仙人が住む場所を象徴したとされる。霊岩宅のそのような構成は、霊岩宅が現世と離れた別世界であ
ることを意味するものと考えられる。
舎廊棟の妻側に
平行する植栽
耀揮讐「凝
　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻舎廊棟隆，
塞離搬外柱の一遜墜一曝脚畢琴1
舎廊棟の平側に
平行する植栽　　　亭子つ
　　　　　　　1婆』運コ塵軽
～轟のや鰍
φo●　、
亭子の平側と妻側に
平行する植栽
下舎廊棟の平側に
平行する植栽
南東側塀と南西側塀に
平行する植栽
図4－14．舎廊棟庭園の植栽図
H許鈎（1992）：『伝統美術の素材と象徴』、ソウル、教保文庫、p．106
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写真4－1・2．舎廊棟の前面にある怪石・石函
　　　　　　（1994年撮影）
写真4－13．長男の空間・小舎廊房の北東側の
　　退マルと周辺の庭園（1994年撮影）
写真4－14．主人の空間・楼マルの内部から
　　　見たバショウ（1994年撮影）
写真4－15．長男の空間・小舎廊房の内部から
　　　　　　見た庭園（1994年撮影）
写真4－16．舎廊棟前面のバショウと怪石・石函
（1994年撮影）
写真4－1　7．池から見た舎廊棟を中心とする空間の
庭園構成。写真の左側が下舎廊棟、右側が舎廊棟
　　　　　　　　（2006年度撮影）
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（2）内棟を中心とした空間
　内棟を中心とする空間には内棟の北西にある門を通って進入する。この門は両開きの柴戸を門扉とす
る素朴なものであり、舎廊棟の大門とは対照的構造である（図4－15参照）。
　内棟を中心とする空間の庭園には、いくつかの段が設けられているeそれらには、加工石または自然
石が使われている。加工石の段は、内棟・下棟・祠堂下部の基壇であり、自然石は内棟の北東側、南東
側、南西側の段に使われている。内棟下部の基壇は大きい加工石を2段積んでおり、祠堂の基壇はこぶ
りの石を2段、下棟の基壇は1段積んでいる。
　内棟下部の基壇は高さ60cmほどであり、その前面には階段1ヶ所と、踏石が4個置かれている。階段
は内大庁南東側1間の前方に設けられ、踏石は越房の南西側前方に1個、台所の南東側前方に2個、台
所の南西側に1個がある。内棟基壇上を見ると、内大庁前方のみ踏石が2個あり、舎廊棟と異なって部
屋の前には踏石が見られない。このことと階段のことを合わせ考えると、内大庁がこの建物の中心的空
間と思われる。
　内大庁前方の一郭では、冠婚葬祭の際に天幕が張られ、地面にはコザが敷かれ、行事の際には建物の
内部空間と一つの場を構成する。
内棟の北西と北東には、前述の倉庫と壷台がある。これらは内棟の南西・南東側に設けられている段上
に位置し、内棟が乗る段と同じ段に位置する。
　下棟には、その西と南東に高さ1．65mほどの瓦葺屋根をもつ仕切り塀が見られる。そのなか、西側塀
は舎廊棟後部の守庁房と舎廊大庁に設けられている戸とほぼ同じ長さである。これは内外壁と呼ばれ、
舎廊棟から内棟が直接見られないようにする目的をもっており、北西隅が鍵の手の形になっているのは
舎廊棟北東にある中門からの視線を遮るためのものと考えられる。下棟の南東の仕切りは、下房とほぼ
同じ長さで、高さは前述の内外壁と同じである。これは、精米の小屋があったときに、その間を区切る
ものであったと考えられる。
　内棟の後方には内棟が乗る段より60c皿ほど高い段が設けられている。この段は内棟の平側と平行する
形であり、その段上にはクルミ・カキノキなどの果樹が植えられている。
　祠堂の下部には基壇があり、その前方には前述の内棟が乗る段より20cmほど高い段がある。この段上
は、祭事などが行われる時、人が集まる空間であり、祠堂内部空間と同時に儀式の場として使われる。
段の形は、祠堂の平側・妻側と平行して造られ、内棟が乗る段と異なる軸線を持っている。段には高さ
1mほどのチョウセンヒメヅケの生垣が見られる。この生垣は内棟との問を遮るものと考えられる。
　祠堂の南東には、池が見られる。この池は、現存しない別堂近くに造られたものである。この池は、
深さ1mほどであり、池の北東側護岸は、池の北東側塀と平行する軸線で造られ、池の南東側護岸は、
池の南東側塀と平行する形である。
　以上のことから、池や前述の壷台のような構造物は建物とは異なる軸線、すなわち建物の軸線よりは、
塀のような構造物と軸線を合わしていることがわかる。
　池の周りの空間は、現在疏菜を栽培する菜園になづている。この菜園は精米の小屋跡の地盤より50cm
ほど高い段上に位置する。段上にはかって別堂があったとされることから、この段は精米の小屋と別堂
の空間を区切るものとして設けられたものと考えられる。この段はその南西側にある舎廊棟を中心とす
る空間との問を区切る塀と平行する軸線で造られている。
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QIサルスベリ
　樹高0．7m、
　胸高幹周80⊂m
　ノウゼンカツラ
＼
ライラック
樹高3m、
根元直径22⊂m
←⑭
図4－15．内棟の庭園構成（図面は著者の1994年度実測及び製図によるもの。ただし、建物内部平面は
　　　　　　　　『牙山外岩マウル保存方案学術調査研究報告書』（1990）から引用。）
写真4－18．下棟南西側の花壇（1990年撮影）
『隆、t　　：　，；」一　｝f・
　　写真4－19．内棟前方の庭園（1995年撮影）
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